
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
と

米
韓
関
係

│
│
一
九
六
〇
年
代
の

ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟

へ
の
布
石
│
│

阪

田

恭

代

一

序
│
│

ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟

と
し
て
の
米
韓
同
盟

二

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想

三

新
た
な
対
韓
政
策
と
米
韓
関
係
の
展
開

四

結
│
│
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
時
代
の
遺
産

一

序
│
│

ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟

と
し
て
の
米
韓
同
盟

朝
鮮
戦
争
休
戦
以
来
、
米
韓
同
盟
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
北
朝
鮮
の
脅
威
を
封
じ
込
め
、
朝
鮮
半
島
の
安
定
と
平
和
を
維

持
す
る

半
島
同
盟

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
歴
史
が
示
す
通
り
、
米
韓
同
盟
は
、
冷
戦
時
代
の
同
盟
と
し
て
主
に

局
地
同
盟

、
即
ち

半
島
同
盟

と
し
て
成
立
し
、
現
在
も
そ
の
文
脈
で
存
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
米
韓
同
盟
に
は
、
半
島
中
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心
の

局
地
同
盟

に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
い
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
防
衛
を
目
標
と
し
た

地
域
同
盟

、
即
ち

ア
ジ
ア
太

平
洋
同
盟

と
し
て
の
側
面
も
あ
る
。
冷
戦
後
の
米
韓
同
盟
は
後
者
の
側
面
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い
る
。
本
研
究
は
米
国
の
同
盟
政

策
と
集
団
安
全
保
障
構
想
の
観
点
か
ら
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
と
し
て
の
米
韓
同
盟
の
歴
史
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
に
筆
者
が
論
じ
て
き
た
通
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
と
し
て
の
米
韓
同
盟
の
起
源
は
一
九
五
三
年
一
〇
月
の
米
韓
相
互

防
衛
条
約
に
求
め
ら
れ
る
。
米
国
は
、
冷
戦
初
期
の
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
時
代
か
ら
、
対
ソ
・
中
封
じ
込
め
戦
略
の
一
環
と
し
て
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
の
枠
組
み
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
当
初
は
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
豪
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（

N
Z）
な
ど
沿
岸
島
嶼
諸
国
を
中
心
と
し
た
枠
組
み
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
五

三
年
一
〇
月
、
朝
鮮
戦
争
休
戦
の
代
償
と
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
李
承
晩
政
権
と
米
韓
相
互
防
衛
条
約
を
締
結
し
、
米
国

の
安
全
保
障
同
盟
網
は
ア
ジ
ア
大
陸
に
拡
大
さ
れ
た
。
米
韓
相
互
防
衛
条
約
は
、
米
国
主
導
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
集
団
防
衛
網

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
米
比
な
ら
び
に
ア
ン
ザ
ス
（

A
N
Z
U
S）（
米
・
豪
・

N
Z）
条
約
に
な
ら
い
、
米
韓
相
互
防
衛

条
約
の
前
文
で
も
、

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
地
域
的
安
全
保
障
の
一
層
包
括
的
か
つ
効
果
的
な
制
度
が
発
達
す
る
ま
で
の
間
、
平

和
と
安
全
の
た
め
の
集
団
的
防
衛
の
た
め
に
、
両
国
の
努
力
を
強
化
す
る
こ
と
希
望

す
る
（
傍
点
筆
者
）、
と
明
記
さ
れ
た
。

右
記
（
傍
点
）
の
通
り
、
地
域
集
団
安
全
保
障
体
制
を
意
識
し
た
表
現
は
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の

太
平
洋
協
定

構
想
の
遺
産
で

あ
り
、
一
九
五
三
年
当
時
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
集
団
安
全
保
障
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
構
想
は
な
く
、

米
韓
同
盟
を
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
に
つ
い
て
も
と
く
に
考
え
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
翌
五
四
年
春
の
デ
ィ

エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
陥
落
後
、
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
の
深
化
を
契
機
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
集
団
安
全
保

障
体
制
の
構
築
に
関
心
を
抱
き
、

西
太
平
洋

集
団
安
全
保
障
構
想
を
検
討
す
る
。
同
構
想
の
中
で
米
韓
同
盟
の
価
値
も
高
ま
り
、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
同
盟
国
と
な
っ
た
韓
国
を
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
を
試
み
た
。
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以
下
、
本
稿
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
に
着
目
し
、
そ
れ
を
め
ぐ

る
米
韓
関
係
の
展
開
を
分
析
す
る
。
結
果
と
し
て
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
内
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス

と
ア
ジ
ア
同
盟
諸
国
の
消
極
的
態
度
に
よ
り
、
実
際
に
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
時
代
の
遺
産
は
、

一
九
六
〇
年
代
の
日
韓
国
交
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
協
力
の
布
石
と
な
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
と
し
て
の
米
韓
同
盟
の
発
展
に
寄
与
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。二

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想

一
九
五
四
年
春
の
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
を
契
機
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
体
制
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
り
、
国
家
安
全
保
障
会
議
文
書
五
四
二
九
／
五
（

N
S
C五
四
二
九
／
五
）
に
お
い
て

西
太
平
洋

集
団
安
全
保

障
構
想
が
推
進
す
べ
き
政
策
目
標
と
し
て
支
持
さ
れ
た
。
同
構
想
は
、
北
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
条
約
（
日
本
、
韓
国
、
中
華
民
国
）

（
五
四
年
一
二
月
）
と
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
（

S
E
A
T
O‥S

o
uth

e
ast

A
sia

T
reaty

O
r
g
a
nizatio

n

）（
五
四
年
九
月
）
な
ら
び

に
ア
ン
ザ
ス
（

A
N
Z
U
S）
条
約
を
連
結
し
、
包
括
的
な
集
団
安
全
保
障
枠
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
同
構
想
に
つ
い
て
政
府
内
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
構
想
を
推
進
す
る
統
合
参
謀
本

部
と
そ
れ
に
対
し
て
慎
重
な
国
務
省
と
の
間
の
折
衝
の
中
で
修
正
さ
れ
て
い
く
。
以
下
、

N
S
C

五
四
二
九
／
五
と
西
太
平
洋
集
団

安
全
保
障
構
想
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
の
政
策
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
）

積
極
的
な
統
合
参
謀
本
部
の

ア
ジ
ア
第
一
主
義
者

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
戦
略
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
核
抑
止
と
と
も
に
、
地
域
な
ら
び
に
局
地
レ
ベ
ル
に
お
け
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る
限
定
戦
争
と
ゲ
リ
ラ
浸
透
に
対
処
す
る
た
め
に
、
同
盟
と
集
団
安
全
保
障
体
制
を
重
視
し
た
。
地
上
戦
は
主
に
同
盟
国
な
ら
び
に

現
地
の
軍
隊
に
頼
り
、
米
軍
は
機
動
的
な
戦
略
打
撃
力
で
支
援
す
る
と
い
う
態
勢
を
構
築
す
る
と
い
う
発
想
で
あ
っ
た
。
と
く
に
ア

ジ
ア
で
は
、
一
九
五
三
年
の
朝
鮮
戦
争
休
戦
後
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
政
治
会
談
の
決
裂
に
続
き
、
翌
五
四
年
春
の
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
に
直

面
し
、
（
ソ
連
よ
り
も
）

中
共

（
中
華
人
民
共
和
国
）
の
脅
威
の
浸
透
が
懸
念
さ
れ
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
体
制
の

構
築
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。

イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
の
さ
な
か
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（

N
S
C）
は
統
合
参
謀
本
部
（

J
C
S）
に
対
し
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米

国
と
同
盟
諸
国
の
軍
事
的
立
場
を
い
か
に
強
化
す
る
か
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
す
る
回
答
が
一
九
五
四
年
四
月
九
日

付
の

J
C
S

覚
書

極
東
に
お
け
る
軍
事
的
優
位
の
立
場
を
構
築
す
る
た
め
の
米
国
の
戦
略

で
あ
っ
た
（
同
覚
書
は
国
家
安
全
保

障
会
議
政
策
文
書
五
四
一
六
（

N
S
C五
四
一
六
）
と
し
て

N
S
Cに
提
出
さ
れ
る
）。
同
文
書
は
中
国
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
の
ア
ジ

ア
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
構
築
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
統
合
参
謀
本
部
議
長
ア
ー
サ
ー
・
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
（A

rth
u
r
W.

R
a
dford

）
前
米
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
（
五
三
年
八
月
議
長
就
任
）
や
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
（Ja

m
es

V
a
n
Fleet

）

将
軍
（
元
在
朝
鮮
米
陸
軍
第
八
軍
司
令
官
）
ら

ア
ジ
ア
第
一
主
義
者

の
考
え
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
た

）
。

J
C
S

覚
書
で
は
、
極
東
に
お
け
る

主
要
か
つ
直
接
的
な
脅
威

は
ソ
連
で
は
な
く
、

共
産
中
国
の
攻
撃
的
姿
勢
と
増
強
し

つ
つ
あ
る
軍
事
力

で
あ
る
と
さ
れ
、
中
国
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
非
共
産
圏
の
極
東
地
域
を
一
つ
の

戦
略
的
実
体
（a

strate
gic

e
ntity

）

と
み
な
し
て
、
ア
ジ
ア
政
策
の
包
括
的
な
再
検
討
を
求
め
た
。
そ
の
中
で
、
ア
ジ
ア
の
非
共
産
圏
の
通
常
戦

力
を
強
化
し
、
統
合
司
令
部
の
指
揮
下
で
運
用
し
、
よ
り

長
期
的
な
目
標

と
し
て
、

地
域
的
な
安
全
保
障
取
極
め

、
即
ち
非

共
産
圏
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
包
括
的
な
地
域
安
全
保
障
枠
組
み
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
勧
告
し
た
。）

国
家
安
全
保
障
会
議
は

J
C
S

覚
書
（

N
S
C五
四
一
六
）
の
勧
告
を
受
け
入
れ
、
五
四
年
七
月
、
イ
ン
ド
シ
ナ
問
題
に
関
す
る

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
終
結
後
に
新
し
い
ア
ジ
ア
政
策
の
検
討
を
始
め
た
。
同
年
八
月
の

N
S
C

五
四
二
九
と

N
S
C

五
四
二
九
／
二
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極
東
に
お
け
る
米
国
の
政
策
の
再
検
討

と
こ
れ
ら
に
代
わ
る
一
二
月
の

N
S
C

五
四
二
九
／
五

極
東
に
対
す
る
現
在
の
米
国

の
政
策

は
米
国
の
新
し
い
ア
ジ
ア
政
策
を
示
す
基
本
文
書
と
な
る

）
。

N
S
C

五
四
二
九
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
米
国
の
安
全
保
障
の

重
要
不
可
欠
な
要
素

と
し
て
、
太
平
洋
沿
岸
島
嶼
連
鎖
地
帯
（
日
本
、
琉
球
諸
島
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
の
安
全
保
障
を
維
持
し
、
そ
の
た
め
に
、
と
く
に
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
と
台
湾
の
軍
事
力
を
強
化
し
、

長
期
的
な
目
標
と
し
て

西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め
（W
ester

n
P
acific

collectiv
e
d
efe

n
se

arra
n
g
e
m
e
nt

）

の
実
現
を

勧
告
し
た

）
。
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
に
つ
い
て

N
S
C

五
四
二
九
／
五
で
は
次
の
通
り
表
現
さ
れ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
、
中
華
民
国
、
大
韓
民
国
を
含
み
、
最
終
的
に
は
マ
ニ
ラ
条
約
（

S
E
A
T
O）
と
ア
ン
ザ
ス
条
約
に
連
結
さ
れ
る
、

西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め
を
で
き
る
限
り
早
期
に
（
傍
点
筆
者
）
形
成
し
、
そ
の
後
［
米
国
が
（
筆
者
追
記
）］
そ
れ
に
参
加
す
る
た

め
に
必
要
な
条
件
を
促
す
こ
と
。）

（
二
）

慎
重
な
国
務
省
の

ア
ジ
ア
通

以
上
の
通
り
、
一
九
五
四
年
に
、
米
国
・
日
本
・
中
華
民
国
・
大
韓
民
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
参
加
す
る

西
太
平
洋
集
団
防
衛
取

極
め

を

で
き
る
限
り
早
期
に
（
傍
点
筆
者
）

実
現
す
る
こ
と
が
米
国
の
ア
ジ
ア
政
策
の
目
標
と
な
っ
た
。
集
団
安
保
体
制
を

早
期
に

実
現
す
る
と
い
う
目
標
は
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
議
長
を
は
じ
め
統
合
参
謀
本
部
の

ア
ジ
ア
第
一
主
義
者

の
見
解
を
反
映

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
務
省
は
同
政
策
方
針
を
支
持
し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
か
な
り
慎
重
な
姿
勢
で
あ
り
、
統
合
参
謀
本
部
の

姿
勢
を
牽
制
し
た
。
同
構
想
が
野
心
的
す
ぎ
て
、
か
え
っ
て
ア
ジ
ア
政
策
の
運
営
が
難
し
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
た
か
ら
で
あ
る
。

条
約
狂
（Pacto

m
a
nia

）

と
揶
揄
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ダ
レ
ス
（Jo

h
n
F
oster

D
ulles

）
国
務
長
官
は
世
界
的
な
反
共
同
盟
網

の
構
築
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
務
省
極
東
局
と
北
東
ア
ジ
ア
課
の
い
わ
ゆ
る

ア
ジ
ア
通

（A
sia

h
a
n
ds

）
は
ア
ジ
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ア
に
お
け
る
集
団
安
保
構
想
に
対
し
て
慎
重
で
あ
っ
た
。
国
務
省
の

ア
ジ
ア
通

は
、

西
太
平
洋
集
団
防
衛
取
極
め

の
実
現

は
現
実
的
に
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
同
構
想
の
実
現
可
能
性
な
ら
び
に
そ
の
望
ま
し
さ
に
つ
い
て
も
疑
問
を
呈
し
た
。

N
S
C

五
四
二
九
の
検
討
の
中
で
、
七
月
三
〇
日
の
国
務
省
草
案
で
は

西
太
平
洋
集
団
防
衛
取
極
め

に
つ
い
て
次
の
通
り
か

な
り
控
え
め
に
表
現
し
て
い
る
。

西
太
平
洋
集
団
防
衛
取
極
め
の
形
成
、
そ
し
て
そ
れ
が
東
南
ア
ジ
ア
防
衛
取
極
め
と
並
行
し
、
最
終
的
に
は
リ
ン
ク
す
る
可
能
性
に
つ
い

て
、
こ
れ
ら
の
国
々
（
中
華
民
国
、
日
本
、
大
韓
民
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
が
互
い
に
な
ら
び
に
我
々
［
米
国
（
筆
者
追
記
）］
と
協
議
す
る

よ
う
奨
励
す
る
。）

つ
ま
り
、
同
構
想
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
諸
国
が

協
議

し
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
と
い
う
程
度
に
と
ど
め
て
い
た
。
し
か
し
、
八

月
三
日
、

N
S
C

企
画
部
（N

S
C
Pla

n
nin

g
B
o
ard

）
は
、

J
C
S

覚
書
の
立
場
に
傾
き
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
、
中
華
民
国
、

大
韓
民
国
を
含
み
、
最
終
的
に
は
東
南
ア
ジ
ア
安
全
保
障
条
約
と
ア
ン
ザ
ス
条
約
に
連
結
さ
れ
る
、
西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め

の
形
成
を
促
し
、
か
つ
、
［
米
国
が
（
筆
者
追
記
）］
そ
れ
に
参
加
で
き
る
よ
う
準
備
す
る

）

と
、
米
国
の

参
加

に
ま
で
言
及
し
、

積
極
的
な
表
現
に
修
正
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ラ
ー
キ
ン
（R

o
b
ert

J.
G.

M
c
Clu

r
kin

）
国
務
省
北
東
ア
ジ
ア
課
長
代
理
は
ジ

ョ
ン
・
ア
リ
ソ
ン
（Jo

h
n

M.
A
lliso

n

）
駐
日
大
使
へ
の
覚
書
で
、
七
月
三
〇
日
国
務
省
草
案
が

あ
た
か
も
非
現
実
性
が
足
り
な

か
っ
た
よ
う
に

）

と
、

N
S
C

企
画
部
の
修
正
で
さ
ら
に
方
針
が
現
実
離
れ
し
て
い
る
と
揶
揄
し
た
。
結
局
、
ア
ジ
ア
政
策
の
最
初

の
草
案
、

N
S
C

五
四
二
九
（
八
月
四
日
）
で
は
国
務
省
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め
の
形
成

［
を
可
能
に
す
る
条
件
］
（
上
記
［

］
内
、
原
文
マ
マ
‥
傍
点
筆
者
）
を
促
し
、
か
つ
、
［
米
国
が
（
筆
者
追
記
）］
そ
れ
に
参
加
で
き

る
よ
う
準
備
す
る
…
…

と
慎
重
に
表
現
さ
れ
、

N
S
C

五
四
二
九
／
二
（
八
月
二
〇
日
）
で
踏
襲
さ
れ
た

）
。
マ
ク
ラ
ー
キ
ン
北
東
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ア
ジ
ア
課
長
代
理
は
、

N
S
C

五
四
二
九
／
二
の
表
現
こ
そ
が

最
終
的
か
つ
、
よ
り
現
実
的
な
政
策

で
あ
り
、

北
東
ア
ジ
ア

課
に
と
っ
て
実
質
的
な
勝
利

で
あ
る
と
評
し
た

）
。

N
S
C

五
四
二
九
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
さ
な
か
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
を
示
唆
す
る
よ
う
な

発
言
を
行
い
、
米
国
の
意
図
を
め
ぐ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
の
間
で
憶
測
が
飛
び
交
っ
た
。
八
月
三
日
の
記
者
会
見
で
、
米
政
府
が
米
日
韓

台
四
カ
国
を
結
ぶ
安
全
保
障
協
定
を
ま
と
め
る
と
い
う
案
に
つ
い
て
記
者
か
ら
質
問
を
受
け
、
ダ
レ
ス
は
、
協
定
案
に
つ
い
て
検
討

中
で
あ
る
こ
と
は
認
め
た
が
、
正
式
な
決
定
は
下
し
て
お
ら
ず
、
調
査
の
初
期
段
階
で
あ
る
と
述
べ
た

）
。
ダ
レ
ス
の
発
言
に
対
し
て
、

ア
リ
ソ
ン
駐
日
大
使
は
、

現
時
点
で
日
本
が
い
か
な
る
集
団
安
全
保
障
組
織
に
も
参
加
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
可
能
性
は
実
際
に

は
な
き
に
等
し
い

と
指
摘
し
、
同
構
想
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た

）
。
ダ
レ
ス
は
ア
リ
ソ
ン
に
対
し
て
、
日
韓
台
米
、
そ
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
参
加
す
る
よ
う
な
安
全
保
障
協
定
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
は

現
時
点

で
は
存
在
し
な
い

が
、

究
極
的
に
は
可
能
性
の
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
と
答
え
た
。
し
か
し
、

現
時
点

で

重
要
な
こ
と

は
域
内
で

相

互
依
存
の
意
識
を
醸
成

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、

記
者
会
見
で
質
問
を
受
け
た
と
き
に
完
全
に
そ
れ
を
否
定
す
る
よ
う

な
回
答
を
し
た
く
な
か
っ
た

と
伝
え
た

）
。

ダ
レ
ス
長
官
の
八
月
三
日
の
記
者
会
見
に
つ
い
て
、
国
務
省
極
東
局
は

西
太
平
洋
協
定
（W

ester
n
P
acific

p
act

）

と
題
す

る
覚
書
（
八
月
一
二
日
）
を
作
成
し
、
そ
の
中
で
、
ダ
レ
ス
発
言
を
め
ぐ
る
憶
測
は
非
建
設
的
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
か
に
つ
い
て
国
務
省
は
方
針
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
と
進
言
し
た

）
。

同
覚
書
は
、

西
太
平
洋
協
定

構
想
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
事
項
を
指
摘
し
た
。
第
一
に
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
協
定
は
、
日

本
、
大
韓
民
国
、
中
華
民
国
、
米
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
含
む
五
カ
国
の
軍
事
協
定
と
し
、
将
来
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
そ
し
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ま
で

を
も
包
含
し
、
か
つ
、
（
交
渉
中
の
）
東
南
ア
ジ
ア
条
約
と
並
行
し
、
か
つ
、
場

合
に
よ
っ
て
は
連
結

さ
れ
る
も
の
と
み
な
す
。
西
太
平
洋
協
定
は
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
を
モ
デ
ル
に
設
計
し
、
新
た
な
集
団
安
全
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保
障
条
約
は
、
韓
国
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
現
行
の
安
全
保
障
条
約
に

取
っ
て
代
わ
る

も
の
と
す
る

）
。

第
二
に
、
同
覚
書
で
は
西
太
平
洋
協
定
構
想
の
長
所
と
短
所
が
あ
げ
ら
れ
た
。
協
定
を
進
め
た
場
合
の
長
所
と
し
て
、
東
南
ア
ジ

ア
条
約
へ
の
加
盟
を
求
め
ず
に
韓
台
両
国
を
米
国
と
の
地
域
安
保
協
定
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
共
産
主
義
勢
力
の
侵
略

に
対
す
る
共
同
戦
線
の
完
結
性
や
目
的
と
利
益
の
共
同
性
を
強
調
で
き
る
こ
と
、
共
同
防
衛
の
た
め
の
計
画
を
強
化
し
、
軍
事
問
題

に
つ
い
て
加
盟
国
が
協
調
行
動
を
と
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
、
中
共
に
よ
る
台
湾
奪
取
を
抑
止
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

た
。
一
方
、
短
所
と
し
て
、
こ
の
協
定
が
実
現
す
れ
ば
、
韓
国
が
北
朝
鮮
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
助
長
す
る
、
中
国
国
民
党
と
共
産
党

と
の
間
の
戦
争
に
米
国
が
巻
き
込
ま
れ
る
、
西
欧
同
盟
国
や
ア
ジ
ア
の
中
立
諸
国
の
間
で
米
国
が

硬
直
的
か
つ
好
戦
的

な
姿
勢

を
と
っ
て
い
る
と
い
う
懸
念
を
惹
起
す
る
、
中
共
が

包
囲
網

を
破
り
、
ア
ジ
ア
の
共
産
主
義
諸
国
間
で
ロ
カ
ル
ノ
方
式
の

不

可
侵
協
定

を
育
成
し
、
非
軍
事
分
野
に
お
い
て
中
立
国
と
反
共
諸
国
と
の
間
で
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
、
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

第
三
に
、
同
覚
書
は
、
西
太
平
洋
協
定
が
実
現
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

現
時
点

で
は

ほ
と
ん
ど
な
い

と
評
価
し
、

そ
の
理
由
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
中
華
民
国
は
同
意
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
や
韓
国
は
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
あ
る
た
め
積
極
的
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
て
い
た

）
。
と
く
に
韓
国
が
日
本
に
対
し
て

敵
対
心

を
抱
い
て
い
る
た
め
、
同
協
定
が
実
現
さ
れ
る
可
能
性
は

完
全
に
排
除
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
日
本
も
、

心
理
的

か
つ
憲
法
規
定
に
よ
る

法
律
上

の
理
由
か
ら
、
同
協
定
に
参
加
す
る
用
意
は
な
い

）
。
ま
た
、
日
本
は
、
中
華
民
国
と
の
関
係
の

緊
密
化
よ
り
も
、
大
陸
中
国
と
の
関
係
の
調
整
を
模
索
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
み
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
通
り
、
極
東
局
は
ア
ジ
ア
諸
国
ど
う
し
の
不
安
定
な
関
係
を
み
て
い
た
た
め
、
ダ
レ
ス
長
官
が
八
月
三
日
の
記
者
会
見
の

よ
う
に
、
西
太
平
洋
協
定
構
想
に
つ
い
て
単
に
言
及
す
る
だ
け
で
こ
の
構
想
が
進
ん
で
い
る
と
い
う

雰
囲
気

を
つ
く
り
、
そ
の

結
果
に
つ
い
て
十
分
に
考
慮
せ
ず
に
協
定
が
実
際
に
実
現
し
て
し
ま
う
と
い
う
流
れ
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
極

東
局
は
、
同
覚
書
で
、
国
務
省
が
西
太
平
洋
協
定
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討

し
、
今
後

そ
の
よ
う
な
憶
測
を
奨
励
す
べ
き
か
、
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止
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
早
期
に
決
定
を
下
す

よ
う
進
言
し
た

）
。

マ
ク
ラ
ー
キ
ン
北
東
ア
ジ
ア
課
長
代
理
も
極
東
局
覚
書
の
よ
う
に
慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
ア
リ
ソ
ン
駐
日
大
使
に
、
ア

ジ
ア
地
域
集
団
安
保
の
取
極
め
は

ま
だ
非
現
実
的

で
あ
り
、
多
く
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
指
摘
し
た
。

N
S
C

五
四
二

九
／
二
の
西
太
平
洋
集
団
防
衛
取
極
め
に
関
す
る
表
現
も

慎
重
に
解
釈

す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

北
東
ア
ジ
ア
条
約
（a

N
orth

east
A
sia

n
p
act

）（
あ
る
い
は
、
お
そ
ら
く
よ
り
好
ま
し
い
の
は
、〝
水
平
的

な
西
太
平
洋
協
定
（W

ester
n
P
acific

p
act

））

の
実
現
を
可
能
に
す
る
条
件
を
つ
く
る
に
は
、
ダ
レ
ス
が
指
摘
し
た
通
り
、

域
内
の
相
互
依
存
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
同
氏
は
、

日
本
自
身
が
そ
の
よ
う
な
協
定
［
集
団
安
保
取
極
め
（
筆
者
追

記
）］
に
関
与
す
る
用
意
が
あ
り
、
日
韓
関
係
が
よ
り
建
設
的
な
土
台
に
の
り
、
日
比
間
で
賠
償
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
限
り
、
真

の
相
互
依
存
意
識
に
つ
い
て
予
見
し
、
域
内
の
安
全
保
障
組
織
の
実
現
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

と
評
し
た
。
し

か
し
、

長
期
的
な
目
標
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
当
面
の
諸
々
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
る

と
指
摘
し
、

将
来
の
地
域
安
全
保
障
組
織
の
有
用
性
は
否
定
さ
れ
な
か
っ
た

）
。

N
S
C

五
四
二
九
の
ア
ジ
ア
政
策
の
検
討
は
続
き
、
国
務
省
草
案
（
一
一
月
一
二
日
）
で
は
慎
重
な
表
現
が
維
持
さ
れ
た
が
、

N

S
C

五
四
二
九
／
三
（
一
一
月
一
九
日
）
で
は

N
S
C

企
画
部
が

西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め
を
で
き
る
限
り
早
期
に
形
成
し
、

そ
の
後
［
米
国
が
（
筆
者
追
記
）］
そ
れ
に
参
加
す
る
（
傍
点
、
原
文
マ
マ
）
た
め
に
必
要
な
条
件
を
促
す
…
…

と

J
C
S

寄
り
の

積
極
的
な
意
見
に
修
正
し
た

）
。
上
述
の
通
り
、
新
た
な
ア
ジ
ア
政
策
の
最
終
版
、

N
S
C

五
四
二
九
／
五
で
は

N
S
C

五
四
二
九
／

三
の
表
現
が
採
用
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

N
S
C

五
四
二
九
／
五
の
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
は
、
国
務
省
の
ア
ジ
ア
通
に
と
っ

て
は
部
分
的
な
敗
北
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
政
策
の
実
施
を
通
し
て
国
務
省
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
修
正
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
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三

新
た
な
対
韓
政
策
と
米
韓
関
係
の
展
開

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
の
実
現
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
も
、
将
来
に
お
い
て
集
団

安
保
枠
組
み
を
構
築
す
る
た
め
の
条
件
を
整
備
し
、
そ
の
中
に
韓
国
と
米
韓
同
盟
を
統
合
し
て
い
く
こ
と
を
一
九
五
〇
年
代
後
半
の

目
標
と
し
た
。
し
か
し
、
国
務
省
の
ア
ジ
ア
通
が
予
想
し
た
通
り
、
韓
国
を
含
め
、
ア
ジ
ア
域
内
の
相
互
不
信
が
障
害
と
な
り
、
同

構
想
の
推
進
は
困
難
を
極
め
た
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
米
韓
両
国
の
見
解
に
は
隔
た
り
が
あ

っ
た
が
、
両
国
の
利
害
が
合
致
し
た
局
面
も
あ
っ
た
。
以
下
、
ま
ず
は
こ
の
時
期
の
対
韓
政
策
の
基
本
方
針
を
確
認
し
、
西
太
平
洋

集
団
安
保
構
想
を
め
ぐ
る
米
韓
関
係
の
展
開
を
検
討
す
る
。
そ
れ
は
北
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
の
二
つ
の
方
面
で
展
開
さ
れ
た
が
、

結
果
的
に
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
は
修
正
さ
れ
、
意
図
せ
ず
し
て
だ
が
、
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
シ
ナ
方
面
に
お
い
て
、

後
の
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
米
韓
安
保
協
力
の
布
石
が
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。

（
一
）

N
S
C

五
五
一
四
│
│
韓
国
の
地
域
統
合
の
促
進

新
し
い
ア
ジ
ア
政
策

N
S
C

五
四
二
九
／
五
の
策
定
に
伴
い
、
対
韓
政
策
も
見
直
さ
れ
、
一
九
五
五
年
二
月
に

N
S
C

五
五
一
四

が
国
家
安
全
保
障
会
議
で
採
択
さ
れ
た

）
。

で
き
る
限
り
早
期

に

西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め

を
実
現
す
る
た
め
の
条
件

を
醸
成
し
て
い
く
と
い
う

N
S
C

五
四
二
九
／
五
の
目
標
は

N
S
C

五
五
一
四
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
を
視
野
に
入
れ
て
、
韓
国

と
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
協
力
関
係
を
促
進
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
た
。
即
ち
、

米
国
の
政
治
的
な
ら
び
に
道
義
的
支
援
に
対

す
る
依
存
度
を
下
げ
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
、
韓
国
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
他
の
自
由
諸
国
と
の
間
の
協
調
関
係
、
相
互
尊
重
、

多
国
間
活
動
へ
の
参
加
を
促
す

こ
と
、
そ
し
て

米
国
の
仲
介
に
よ
り
主
要
な
問
題
の
解
決
を
支
援
し
、
ま
た
共
同
事
業
の
奨
励

を
通
じ
て
、
大
韓
民
国
と
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ら
び
に
中
華
民
国
と
の
間
で
共
同
の
利
益
を
醸
成

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る

）
。
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こ
の
よ
う
に

N
S
C

五
五
一
四
で
は
米
国
の
西
太
平
洋
集
団
安
保
体
制
へ
の
韓
国
の
統
合
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
と
さ
れ

た
が
、
そ
れ
は
上
述
し
た
通
り
、
二
つ
の
方
面
で
展
開
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
日
本
、
大
韓
民
国
、
中
華
民
国
を
含
む
北
東
ア
ジ
ア
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
東
南
ア
ジ
ア
、
と
く
に
イ
ン
ド
シ
ナ
と

S
E
A
T
O

と
の
関
係
で
あ
る
。
北
東
ア
ジ
ア
で
は
日
韓
関
係
が
停
滞

し
、
進
展
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
た
。

（
二
）
日
韓
国
交
交
渉
の
停
滞

西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
の
中
で
日
韓
協
力
は
重
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
四
年
当
時
、
日
韓
両
国

の
国
交
樹
立
は
実
現
し
て
お
ら
ず
、
安
全
保
障
協
力
は
さ
ら
に
遠
い
目
標
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官

（

S
C
A
P）
の
斡
旋
で
日
韓
国
交
交
渉
は
開
始
さ
れ
た
が
、
五
三
年
末
に
会
談
は
決
裂
し
た

）
。

N
S
C

五
五
一
四
で
は
米
国
政
府

が
必
要
に
応
じ
て
、
韓
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

主
要
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
調
停

す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
が
、
い
う
ま

で
も
な
く
日
韓
国
交
交
渉
は
そ
の
対
象
の
一
つ
で
あ
っ
た

）
。

李
承
晩
大
統
領
を
は
じ
め
韓
国
政
府
は
、
か
つ
て
の
日
本
の
軍
国
主
義
の
復
活
へ
の
懸
念
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
反
共
主
義
の

観
点
か
ら
日
本
の
対
共
産
圏
外
交
│
│
日
ソ
和
解
（
一
九
五
六
年
日
ソ
共
同
宣
言
）、
中
共
と
の
非
公
式
貿
易
、
北
朝
鮮
と
の
限
定
的

接
触
│
│
を

容
共

政
策
と
し
て
非
難
し
た
。
米
国
は
日
本
が

中
立
主
義

に
走
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
た
が
、
韓

国
の
対
日

容
共

主
義
批
判
は
問
題
で
あ
っ
た

）
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
日
韓
間
の
調
整
役
を
務
め
、
ア
ジ
ア

同
盟
国
の
関
係
改
善
に
辛
抱
強
く
取
り
組
ん
だ
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
日
韓
交
渉
の
行
方
を
注
意
深
く
見
守
り
、
中
断
さ
れ
て
い
た
国
交
交
渉
を
再
開
す
る
よ
う
促
し
た
が
、

実
際
に
交
渉
再
開
に
至
っ
た
の
は
一
九
五
八
年
四
月
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
末
、
岸
信
介
首
相
が
日
韓
交
渉
を
進
め
、
い
わ
ゆ
る

李
ラ
イ
ン

（
韓
国
側
‥

平
和
線

）
違
反
で
韓
国
当
局
に
拿
捕
さ
れ
た
多
数
の
日
本
人
漁
師
の
釈
放
と
引
き
換
え
に
、

久
保
田
発
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言

を
撤
回
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た

）
。
し
か
し
、
第
四
次
会
談
で
日
韓
交
渉
は
再
び
停
滞
し
た
。
一
九
五
九
年
三
月
、
岸

首
相
が
国
際
赤
十
字
を
通
じ
て

人
道
的
理
由

で
在
日
朝
鮮
人
の
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
を
認
め
た
こ
と
が
日
韓
の
新
た
な
紛
争
の
種

と
な
り
、
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
二
世
駐
日
大
使
ら
米
国
務
省
は
日
韓
交
渉
が
全
面
決
裂
し
な
い
よ
う
仲
介
に
努
め
た

）
。
次
第

に
、
日
韓
両
国
と
も
に
内
政
が
不
安
定
に
な
り
、
国
交
交
渉
は
再
び
停
滞
し
た
。
一
九
六
〇
年
の
四
・
一
九

学
生
革
命

に
よ
り
、

李
承
晩
大
統
領
が
亡
命
し
、
一
二
年
間
に
わ
た
る
政
権
は
崩
壊
し
た
。
同
年
六
月
、
岸
首
相
も
日
米
安
保
改
定
条
約
が
国
会
で
通
過

し
た
後
に
辞
職
し
た
。
そ
の
後
、
日
韓
交
渉
は
再
開
し
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
新
た
な
交
渉
に
期
待
を
寄
せ
た
。
と
く
に
六
〇

年
八
月
に
発
足
し
た
韓
国
民
主
党
の
張
勉
政
権
は
、
李
承
晩
に
比
べ
て
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
経
済
復
興
の
た
め
に
日
韓

関
係
改
善
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る

）
。
岸
の
次
に
登
場
し
た
池
田
勇
人
政
権
（
自
由
民
主
党
）
も
日
韓
交
渉
の
推
進
に
関

心
が
あ
っ
た
が
、
六
一
年
五
月
に
朴
正
煕
率
い
る
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
張
勉
政
権
は
倒
れ
、
日
韓
交
渉
は
朴
政
権
と
の
再
開

を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

（
三
）

N
E
A
T
O

構
想
の
不
振

以
上
の
通
り
、
日
韓
交
渉
は
進
展
し
な
か
っ
た
が
、

北
東
ア
ジ
ア
条
約
機
構

（N
E
A
T
O:

N
orth

east
A
sia

T
reaty

O
r
g
a
ni‑

zatio
n

）
の
よ
う
な
組
織
、
即
ち
日
本
、
韓
国
、
中
華
民
国
（
台
湾
）
が
参
加
す
る
安
全
保
障
枠
組
み
に
つ
い
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

ー
政
権
は
関
係
国
に
打
診
し
た
。
実
際
に
は
、
日
本
の
役
割
を
め
ぐ
る
関
係
国
の
意
見
の
相
違
、
日
本
自
身
の
消
極
的
な
態
度
、
日

韓
国
交
不
在
な
ど
が
要
因
と
な
り
、
同
構
想
の
実
現
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。

中
華
民
国
の
蔣
介
石
総
統
は
、
中
共
に
対
す
る
立
場
を
強
化
す
る
た
め
に
、
日
本
と
の
軍
事
協
力
を
支
持
し
て
い
た

）
。
し
か
し
、

日
本
は
、
韓
国
と
台
湾
の
よ
う
な
強
硬
な
反
共
主
義
を
標
榜
し
て
い
た
隣
国
と
の
集
団
安
全
保
障
組
織
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
こ
と
を
米
当
局
は
認
識
し
て
い
た
。
と
く
に
日
韓
間
の
不
和
は
大
き
な
障
害
で
あ
っ
た
。
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米
国
務
省
情
報
分
析
報
告
で
は
、

日
本
の
保
守
勢
力
は
、
…
…
汎
地
域
的
な
北
東
ア
ジ
ア
反
共
勢
力
連
合
に
加
入
す
る
こ
と
を

構
想
す
る
よ
う
な
意
思
は
な
い
。
と
く
に
韓
国
と
の
軍
事
協
力
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
李
は
（
国
内
の
）
選
挙
演
説
で
日
本
が
共
産

主
義
勢
力
よ
り
も
大
き
な
脅
威
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
少
な
く
と
も
李
承
晩
政
権
が
支
配

し
て
い
る
間
は
強
硬
に
反
対
し
て
い
る
。
…
…
日
本
人
は
、
ま
た
、
李
承
晩
大
統
領
は
危
険
な
同
盟
国
で
あ
り
、
同
政
権
と
か
か
わ

る
国
々
を
新
た
な
戦
争
に
巻
き
込
む
可
能
性
が
あ
る
と
み
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
日
本
人
は
ぞ
っ
と
し
て
い
る

と
評
価
さ

れ
て
い
る

）
。
ま
た
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
駐
日
大
使
は
ダ
レ
ス
国
務
長
官
に
対
し
て
、

日
本
に
と
っ
て
の
最
も
近
い
同
盟
国
は
韓
国
と

台
湾
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
況
で
は
、
韓
国
が
（
対
日
）
不
信
の
感
情
を
抱
い
て
い
る
た
め
に
韓
国
と
の
集
団
安
全
保
障
取
極
め
は

無
理
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
自
身
が
台
湾
と
の
集
団
安
全
保
障
取
極
め
に
入
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
。
台
湾
と
中
共
と
の
間
で
発

生
し
た
敵
対
行
動
が
戦
争
に
発
展
し
、
そ
の
よ
う
な
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

）

と
、
日
韓
台
三

カ
国
間
の
不
信
が
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
李
承
晩
自
ら
が
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
対
し
て
韓
米
日
三
カ
国
協
定
案
を
提
案
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
同
案
は
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
李
へ
の
返
書
（
一
九
五
五
年
一
月
）
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が

）
、
李
承
晩
は
、
米
国
人
顧
問
の
ロ
バ
ー

ト
・
オ
リ
バ
ー
（R

o
b
ert

T.
O
liv

er

）
教
授
と
も
意
見
交
換
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
収
拾
後
の
一
九
五
四
年
末
、
オ
リ
バ

ー
教
授
は
、
日
本
と
の
関
係
改
善
の
た
め
に
機
会
を
捉
え
、

S
E
A
T
O

に
韓
国
、
中
華
民
国
、
そ
し
て

［
適
切
な
保
証
措
置

（pro
p
er

safe
g
u
ards

）］
（［

］
内
、
原
文
マ
マ
）
を
つ
け
た
日
本

も
含
め
る
よ
う
、
（
ワ
シ
ン
ト
ン
に
）
再
び
提
起
す
る
よ
う
李
に

助
言
し
て
い
る

）
。
李
承
晩
は
、
回
答
と
し
て
、
オ
リ
バ
ー
に
国
務
省
に
送
る

書
簡
草
案

を
送
っ
た
。
同

書
簡
草
案

で
、
李

は
三
カ
国
協
定
の
可
能
性
を
否
定
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は

条
件

が
整
い
次
第
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
そ
の

条
件

が
満
た

さ
れ
れ
ば
、

そ
れ
を
日
本
と
米
国
が
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
も
、
外
国
か
ら
の
侵
略
に
対
抗
し
、
ま
た
三
カ
国
内
の
侵
略
に
も

対
抗
す
る
よ
う
な
、
米
日
韓
三
カ
国
協
定
を
結
ぶ
よ
う
努
力
す
る
。
三
カ
国
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
全
て
の
独
立
の
た
め
に
立
ち
、
第
三
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国
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
る
い
か
な
る
国
々
も
支
援
す
る
と
い
う
内
容
の
共
同
宣
言
を
発
表
す
べ
き
で
あ
る

と
李
は
考
え
て
い
た

）
。

つ
ま
り
、
李
承
晩
は
日
米
韓
三
カ
国
協
定
案
を
完
全
に
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
対
日
不
信
か
ら
同
案
に
対
し
て
か

な
り
慎
重
で
あ
り
、
も
し
締
結
す
る
と
し
て
も
反
共
防
衛
の
色
彩
を
帯
び
た
も
の
に
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
い
え
る
。

李
承
晩
の

条
件

と
は
、
即
ち
、
日
韓
交
渉
に
お
け
る
韓
国
の
対
日
要
求
で
あ
っ
た
が

）
、
日
本
が
そ
れ
ら
の
要
求
を
満
た
す
こ

と
は
難
し
く
、
日
米
韓
三
カ
国
協
定
は
事
実
上
、
実
現
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
上
述
し
た
通
り
、
日
本
の
民
間
交
流
等
を
含
む
対

北
朝
鮮
外
交
も
韓
国
に
と
っ
て
容
認
し
が
た
か
っ
た
。
金
東
祚
（
当
時
、
外
務
次
官
）
は
回
想
録
の
中
で
、
五
五
年
二
月
の
北
朝
鮮

の
南
日
外
相
の
対
日
声
明
に
肯
定
的
に
応
え
た
鳩
山
一
郎
首
相
（
民
主
党
）
の

平
和
共
存

外
交
を
と
り
あ
げ
、
李
大
統
領
が

自
由
陣
営
の
一
員
と
し
て
の
日
本
の
姿
勢

を
問
題
視
し
、

ダ
レ
ス
国
務
長
官
が
推
進
し
た
北
東
ア
ジ
ア
条
約
機
構
へ
の
日
本
の

参
加
に
反
対
し
た
李
承
晩
の
姿
勢
は
ま
す
ま
す
硬
化
し
、
結
局
、

N
E
A
T
O

創
設
案
の
空
文
化
に
決
定
的
影
響
を
与
え
た
の
で
あ

る

と
評
し
て
い
る

）
。
日
韓
間
の
緊
密
な
安
保
協
力
を
進
め
る
た
め
に
は
、
先
に
国
交
正
常
化
の
実
現
が
必
要
で
あ
っ
た
。

（
四
）

S
E
A
T
O

加
盟
と

ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟

を
め
ぐ
る
問
題

朝
鮮
戦
争
休
戦
後
の
米
国
の
ア
ジ
ア
政
策
の
焦
点
は
朝
鮮
半
島
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
移
り
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の
主
導
で
、
米
英

仏
、
ア
ン
ザ
ス
（
豪
・

N
Z）、
ア
ジ
ア
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
パ
キ
ス
タ
ン
）
同
盟
国
八
カ
国
は
、
五
四
年
九
月
八
日
に

太
平
洋

憲
章

と
と
も
に

東
南
ア
ジ
ア
集
団
防
衛
条
約

（
通
称
、

マ
ニ
ラ
条
約

）
を
締
結
し
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
（

S
E
A
T
O）

が
結
成
さ
れ
た

）
。
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
、
南
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
仏
の
反
対
で
加
盟
で
き
な
か
っ
た
が
、
条
約
適
用

地
域
と
さ
れ
、
事
実
上
の
加
盟
国
と
な
っ
た

）
。

N
S
C

五
四
二
九
の
政
策
目
標
に
基
づ
き
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
東
南
ア
ジ
ア
と
北
東
ア
ジ
ア
を
連
結
し
、
西
太
平
洋
集
団

安
全
保
障
体
制
の
構
築
を
模
索
し
た
。
マ
ニ
ラ
条
約
締
結
交
渉
の
過
程
で
、
ダ
レ
ス
ら
米
国
務
省
は
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
も
マ
ニ
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ラ
条
約
に
加
盟
し
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
を
西
太
平
洋
条
約
に
拡
大
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
英
仏
・
ア
ン
ザ
ス
な
ら
び
に
他
の
ア

ジ
ア
同
盟
国
は
拡
大
案
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
七
月
二
一
日
、
マ
ク
ラ
ー
キ
ン
北
東
ア
ジ
ア
課
長
代
理
は
、
英
・
豪
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
駐
米
大
使
館
関
係
者
と
の
意
見
交
換
の
中
で
、
日
韓
国
交
正
常
化
が
実
現
し
た
場
合
、
日
韓
両
国
を
東
南
ア
ジ
ア
条
約
に

迎
え
入
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
と
北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
組
織
を
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
打
診
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
英
豪
ら

は
日
韓
両
国
の
加
盟
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
が
、
日
韓
両
国
を
含
む

北
太
平
洋
条
約
機
構

と
東
南
ア
ジ
ア
条
約
を

連
結

す

る
可
能
性
に
つ
い
て
は
肯
定
的
で
あ
っ
た

）
。
五
四
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
防
衛
に
関
す
る
米
英
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
の

報
告
書
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
の
原
加
盟
国
は
東
南
ア
ジ
ア
な
ら
び
に
関
係
諸
国
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
が
、

他
国
が
同
条
約
に
加
盟
な
い
し
は
関
係
を
持
つ
こ
と
を
望
む
場
合
、
そ
れ
ら
の
国
々
を
招
く
可
能
性
も
残
さ
れ
た

）
。
そ
の
方
針
は
五

四
年
九
月
の
マ
ニ
ラ
条
約
に
反
映
さ
れ
た
。
同
条
約
第
七
条
と
第
八
条
に
よ
っ
て
加
盟
国
な
ら
び
に
条
約
区
域
（
東
南
ア
ジ
ア
と
南

西
太
平
洋
）
を
拡
大
す
る
余
地
が
残
さ
れ
た

）
。

一
九
五
四
年
九
月
初
め
、
マ
ニ
ラ
条
約
締
結
時
に
、
台
湾
海
峡
で
金
門
・
馬
祖
島
危
機
が
発
生
し
た
が
、
中
華
民
国
の

S
E
A
T

O
加
盟
は
認
め
ら
れ
ず
、
一
二
月
二
日
に
米
華
相
互
防
衛
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
ダ
レ
ス
は
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
が

米
国
が
西

太
平
洋
に
お
い
て
締
結
し
た
他
の
安
全
保
障
協
定
と
基
本
的
な
形
を
継
承

し
、

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米
国
と
他
国
と
の
間
で

す
で
に
締
結
さ
れ
て
い
る
多
数
の
集
団
防
衛
条
約
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
集
団
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
の
も
う
一
つ
の
リ
ン
ク

で
あ
る
と
述
べ
、
東
南
ア
ジ
ア
と
北
東
ア
ジ
ア
の
連
携
を
強
調
し
た

）
。
実
際
に
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
の
前
文
で
は
、

N
S
C

五
四

二
九
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
を
反
映
し
て
、

西
太
平
洋
地
域
（W

est
P
acific

A
rea

）

の
共
同
防
衛
（
第
五
条
）
や
同

地
域
に
お
け
る

地
域
的
安
全
保
障
の
一
層
包
括
的
な
制
度
が
発
達
す
る
ま
で
の
間
、
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す
る
た
め
の
集
団
的

防
衛
に
つ
い
て
の
両
国
の
現
在
の
努
力
を
強
化
す
る

こ
と
を
前
文
に
明
記
し
て
い
る

）
。
折
し
も
米
華
条
約
締
結
の
前
、
五
四
年
一

一
月
に
米
韓
相
互
防
衛
条
約
が
両
国
内
の
批
准
手
続
き
を
経
て
発
効
し
、
米
政
府
は
同
条
約
を

太
平
洋
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
の
構
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築
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
既
に
発
効
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
と

の
条
約
を
補
完
す
る

と
意
義
づ
け
て
い
る

）
。

マ
ニ
ラ
条
約
締
結
後
、

S
E
A
T
O

は
集
団
安
全
保
障
組
織
と
し
て
の
制
度
を
徐
々
に
整
え
て
い
っ
た
。
同
条
約
第
五
条
に
基
づ

き
、

S
E
A
T
O

は
外
相
理
事
会
を
結
成
し
、
バ
ン
コ
ク
に
拠
点
を
お
き
、
毎
年
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
五
五
年
二
月
の
最
初
の

S
E
A
T
O

理
事
会
の
決
定
で
、
代
表
理
事
会
（
加
盟
国
の
大
使
）
、
軍
事
顧
問
団
（M

ilitar
y
A
d
viser

G
ro

u
p

）（
加
盟
国
の
参
謀

総
長
あ
る
い
は
地
域
司
令
官
、
米
軍
の
場
合
は
太
平
洋
軍
司
令
官
）
が
結
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
五
七
年
三
月
に
は
、
軍
事
企
画
局

（M
ilitar

y
Pla

n
nin

g
O
ffice

）
が
結
成
さ
れ
、
共
同
計
画
や
演
習
が
実
施
さ
れ
た
。）

そ
の
過
程
で
米
国
は

S
E
A
T
O

と
非
加
盟
国
と
の
連
携
を
模
索
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
国
家
安
全
保
障
政
策
文
書
五
六

一
二
／
一
（

N
S
C五
六
一
二
／
一
）（
一
九
五
六
年
九
月
）
は
、
米
国
が

S
E
A
T
O

に
積
極
的
に
参
加
し
、
同
機
構
が
地
域
連
合

組
織
と
し
て
の
価
値
を
説
得
力
を
以
て
示
せ
る
よ
う
、
軍
事
な
ら
び
に
非
軍
事
の
分
野
を
発
展
さ
せ
る

と
と
も
に
、

S
E
A
T

O
の
特
定
の
活
動
に
お
い
て
、
非
共
産
主
義
の

S
E
A
T
O

非
加
盟
国
の
限
定
的
参
加
を
奨
励
す
る
（
傍
点
筆
者
）

こ
と
を
勧
告

し
た

）
。
こ
の
よ
う
な
指
針
を
反
映
し
、
一
九
五
八
年
の
第
四
回

S
E
A
T
O

理
事
会
が
発
表
し
た
共
同
声
明
（
三
月
一
三
日
）
で
も

理
事
会
は
、

S
E
A
T
O

と
非
加
盟
国
と
の
間
の
接
触
は
多
く
の
面
で
有
益
で
あ
る
と
判
断
し
、
条
件
が
許
す
限
り
、
接
触
を
継

続
し
、
今
後
に
わ
た
り
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
指
示
す
る

と
い
う
方
針
が
明
記
さ
れ
た

）
。

韓
国
は

S
E
A
T
O

へ
の
加
盟
を
望
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
は
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た

）
。
そ
の
一
方
で
、
韓
国
は
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
で
ア
ジ
ア
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
確
立
を
目
指
し
た
。
朝
鮮
戦
争
前
の
一
九
四
九
年
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
中
華
民
国

は

太
平
洋
協
定

（

太
平
洋
同
盟

）
と
い
う
東
ア
ジ
ア
反
共
同
盟
構
想
を
推
進
し
た
が
、
当
時
の
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
よ
っ
て
拒

否
さ
れ
、
朝
鮮
戦
争
後
、
米
国
の
関
心
が
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
と
移
る
中
、
韓
国
と
台
湾
は
反
共
組
織
を
強
化
す
る
た
め
に
再
び
外
交
を

展
開
し
た
。
五
三
年
一
一
月
末
、
李
承
晩
大
統
領
は
崔
徳
新
陸
軍
少
将
と
台
北
を
訪
問
し
、
蔣
介
石
総
統
と
と
も
に

反
共
統
一
戦
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線

と
い
う
集
団
安
全
保
障
体
制
へ
の
参
加
を
、
米
国
を
含
め
、
他
国
に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
発
表
し
た

）
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権

は
、
韓
国
と
台
湾
の

反
共
戦
線

構
想
に
自
ら
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
反
対
せ
ず
、
李
承
晩
大
統
領
が
訪
台
の
際
、
マ

ー
ク
・
ク
ラ
ー
ク
（M

ar
k

W.
Clar

k

）
極
東
軍
司
令
官
の
専
用
機
を
提
供
す
る
な
ど
、
間
接
的
に
協
力
し
た

）
。
韓
国
は
さ
ら
に
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
も
試
み
た
。
韓
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
以
外
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
正
式
な
外
交
関
係
が
な
か
っ
た
た
め
、
中
華
民

国
と
米
国
の
協
力
を
得
て
、
五
三
年
末
か
ら
五
四
年
に
か
け
て
、
崔
徳
新
少
将
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
使
節
団
を
派
遣
し
、
東
南
ア
ジ

ア
各
国
と
の
国
交
正
常
化
交
渉
へ
の
地
な
ら
し
と
と
も
に

反
共
戦
線

へ
の
参
加
を
促
し
た

）
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
重
心
は
次
第
に
米
国
主
導
の
取
り
組
み
へ
移
っ
て
い
っ
た
。
一
九
五
四
年
春
、
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は

S
E
A
T
O

結
成
に
向
け
て
の
交
渉
を
始
め
て
い
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
タ
イ
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。

一
方
、
韓
国
主
導
で

反
共
戦
線

外
交
が
継
続
さ
れ
、
五
四
年
六
月
に
韓
国
の
鎮
海
で

ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟
（

A
P
A
C
L‥

T
h
e
A
sia

n
P
e
o
ple

A
nti

co
m
m
u
nist

L
ea

g
u
e

）

が
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
態
は
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た

）
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
参
加
国
の
問
題
で
あ
っ
た
。
第
一
回
会
議
に
八
カ
国
と
地
域
の
代
表
が
参
加
し
た
が
、
政
府
代
表
を
送
っ
た

の
は
韓
国
、
中
華
民
国
、
ベ
ト
ナ
ム
国
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は

非
公
式

代
表
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
タ
イ
は

S
E
A

T
O

に
重
点
を
お
い
て
い
た
た
め
公
式
的
関
与
を
避
け
た
。
マ
カ
オ
と
香
港
、
琉
球
は
独
立
国
で
は
な
く
行
政
区
域
で
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟

は
、
韓
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
東
ア
ジ
ア
冷
戦
の

前
哨
国
家

）

中
心
の
動
き
で
あ
り
、
関
係

国
の
全
面
的
支
持
を
得
ら
れ
ず
、
限
界
が
あ
っ
た
。
米
国
も
そ
の
弱
点
を
指
摘
し
て
い
た
。
第
五
回

ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟

会

議
（
一
九
五
九
年
六
月
）
に
参
加
し
た
米
国
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は
、

会
議
は
、
そ
の
制
約
の
な
か
で
は
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
。
そ
の

制
約
と
は
即
ち

A
P
A
C
L

が
ほ
と
ん
ど
名
ば
か
り
の
組
織
（pa

p
er

or
g
a
nizatio

n

）
で
、
実
質
的
に
機
能
す
る
た
め
に
必
要
な

組
織
・
機
構
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
参
加
代
表
の
レ
ベ
ル
も
様
々
で
、
豪
、
ト
ル
コ
、
中
国
、
韓
国
か
ら
は
極
め
て
有
能
な

人
物
が
来
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
恐
ら
く
本
国
で
も
あ
ま
り
支
持
を
得
て
い
な
い
凡
庸
な
人
物
ば
か
り
で
あ
る

と
報
告
し
て
い
る

）
。
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も
う
一
つ
は
日
本
の
参
加
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
米
国
は
韓
国
・
台
湾
の
集
団
安
保
の
動
き
を
容
認
し
て
い
た
が
、
自
ら
参

加
し
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
日
本
政
府
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
五
四
年
二
月
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ル

（Jo
h
n
E.

H
ull

）
極
東
軍
司
令
官
が
訪
韓
し
た
際
、
李
承
晩
大
統
領
は
米
国
の
参
加
を
要
請
し
た
が
、
ハ
ル
陸
将
は
日
本
を
含
め
な

い
限
り
米
政
府
は
支
持
し
な
い
と
伝
え
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を
促
し
た

）
。
日
本
の
参
加
は
、
米
韓
の
み
な
ら
ず
、
韓
国
と
台
湾

の
間
で
も
懸
案
と
な
っ
て
い
た

）
。
米
国
と
同
様
に
、
蔣
介
石
も
ア
ジ
ア
の
集
団
安
全
保
障
組
織
に
日
本
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
が
、
李
承
晩
は
反
対
し
、
日
韓
間
の
不
和
は
北
東
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
東
南
ア
ジ
ア
を
含
め
た
ア
ジ
ア
全
般
の
集
団
安
保

の
組
織
化
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
て
い
た

）
。

韓
国
の
反
日
姿
勢
は

ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟

の
舞
台
で
も
展
開
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
七
年
九
月
、

ア
ジ
ア
民
族
反

共
連
盟

会
議
（
台
北
）
に
際
し
て
、
韓
国
政
府
系
新
聞

の
社
説
は
、
日
本
参
加
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
日
本

政
府
が
共
産
主
義
に
対
し
て

即
座

に
反
対
す
る

意
思
が
な
い

と
指
摘
し
、
当
時
の
日
本
の

容
共

姿
勢
を
非
難
し
た

）
。

第
五
回
連
盟
大
会
（
五
九
年
六
月
一
〇
日
）
の
声
明
で
は
、
日
本
に
対
し
て

北
朝
鮮
と
の
交
渉
を
止
め
、
韓
国
と
の
（
国
交
）
交
渉

を
再
開
す
る
よ
う

呼
び
か
け
、
韓
国
の
対
日
外
交
の
場
と
し
て
使
わ
れ
た

）
。
李
承
晩
大
統
領
に
関
す
る
伝
記
作
家
は
韓
国
の
対
日

姿
勢
、
と
り
わ
け
李
の
反
日
感
情
と

ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟

に
つ
い
て
、

韓
国
、
台
湾
、
日
本
が
同
盟
を
結
べ
ば
、
そ
れ
は

日
本
の
重
工
業
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
極
め
て
実
質
的
な
軍
事
的
潜
在
能
力
を
も
つ
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
李
承
晩
の

日
本
に
対
す
る
態
度
の
た
め
、
韓
国
が
含
ま
れ
る
い
か
な
る
枠
組
み
に
も
東
京
が
参
加
で
き
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
事
実
、
李
の
視

点
か
ら
み
れ
ば
、
連
盟
（

A
P
A
C
L）
の
主
な
役
割
は
、
再
び
台
頭
す
る
日
本
の
脅
威
に
つ
い
て
ア
ジ
ア
人
同
志
に
警
告
す
る
こ

と
で
あ
る
こ
と
が
や
が
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た

と
評
し
て
い
る

）
。

（
五
）

S
E
A
T
O

と
の
軍
事
協
力
の
萌
芽
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以
上
の
通
り
、

N
E
A
T
O

や

S
E
A
T
O

を
め
ぐ
っ
て
外
交
面
で
は
不
協
和
音
が
生
じ
た
が
、
軍
事
面
で
は
違
う
展
開
が
み
ら

れ
た
。
米
韓
両
国
の
利
害
が
一
致
し
、

S
E
A
T
O

な
ら
び
に
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
と
の
軍
事
交
流
・
協
力
が
推

進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

上
述
の
通
り
、
一
九
五
七
年
ま
で
に

S
E
A
T
O

の
軍
事
協
力
機
構
は
共
同
作
戦
計
画
や
演
習
を
推
進
す
る
た
め
の
軍
事
企
画
局

を
設
立
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
た
。
米
国
は
当
初
、

S
E
A
T
O

の
た
め
に
米
軍
部
隊
を
指
定
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
が
、
加
盟

国
の
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
強
い
要
請
に
よ
り
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（

N
A
T
O）
型
の
統
一
司
令
部
は
避

け
な
が
ら
、
一
部
の
部
隊
を

S
E
A
T
O

任
務
に
指
定
し
た

）
。
並
行
し
て
、
米
国
は

S
E
A
T
O

非
加
盟
国
と
の
軍
事
交
流
を
促
進

し
は
じ
め
た
。
五
八
年
三
月
、
第
四
回

S
E
A
T
O

閣
僚
理
事
会
（
マ
ニ
ラ
）
で
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
次
の
二
点
を
提
案
し
、
そ

れ
ら
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
第
一
に
、

N
A
T
O

と
他
の
防
衛
組
織
と
の
接
触
を
進
め
る
と
い
う

N
A
T
O

の
提
案
の
受
け

入
れ
で
あ
り
、
第
二
に
、

韓
国
や
台
湾
な
ど
、
域
内
の
非
加
盟
国
の
軍
事
要
員
と
接
触
す
る
権
限

）

の
付
与
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
ア
ジ
ア
の
軍
事
交
流
の
相
手
国
と
し
て
韓
国
と
台
湾
（
中
華
民
国
）
が
あ
げ
ら
れ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
米
国
、
と
り
わ

け
米
軍
部
の
期
待
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
上
述
し
た
一
九
五
四
年
八
月
の
米

J
C
S

覚
書
（

N
S
C五
四
一
六
）
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
米
統
合
参
謀
本
部
議
長
や
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
将
軍
は
ア
ジ
ア
地
域
防
衛
部
隊
の
育
成
を
強
く
支
持
し
て
い
た

）
。

そ
れ
は
現
地
の
同
盟
国
が
地
上
部
隊
を
提
供
し
、
米
国
は
戦
略
的
機
動
打
撃
力
で
支
援
す
る
と
い
う
態
勢
で
あ
っ
た
。
当
初
、
統
合

参
謀
本
部
は
、
日
本
が
再
軍
備
さ
れ
、
極
東
の
集
団
防
衛
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、
日
本
が
抵
抗
し
た
た
め
、
軌
道

修
正
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

）
。
そ
の
結
果
、
次
の
有
力
な
候
補
、
国
府
軍
（
中
華
民
国
）
と
韓
国
軍
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。

N
S
C

五
四
一
六
で
は
、
国
府
軍
と
韓
国
軍
に
対
し
て
、
国
内
治
安
の
み
な
ら
ず
、

極
東
の
集
団
防
衛
（co

m
m
u
nity

d
efe

n
se

effort

）
の
た
め
の
有
力
な
貢
献
国
（
傍
点
筆
者
）

と
し
て
援
助
と
支
援
を
行
う
よ
う
勧
告
し
て
い
た

）
。
日
本
が
極
東
防
衛
に
軍
事

貢
献
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
台
湾
と
韓
国
に
対
す
る
期
待
が
強
ま
っ
た
。
国
家
安
全
保
障
会
議
政
策
文
書
五
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七
二
三
（

N
S
C五
七
二
三
）（
米
国
の
台
湾
・
中
華
民
国
に
対
す
る
政
策
）
で
は
、
米
国
が

国
府
軍
に
対
し
て
軍
事
援
助
と
直
接
的

な
兵
力
支
援
を
継
続

し
、

集
団
と
し
て
の
極
東
の
非
共
産
主
義
勢
力
へ
貢
献

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

）
。
領

土
・
領
域
外
の
軍
事
的
役
割
に
つ
い
て
の
韓
国
軍
に
対
す
る
指
針
は
国
府
軍
に
対
す
る
指
針
ほ
ど
明
示
的
で
は
な
か
っ
た
。
韓
国
の

場
合
、
北
朝
鮮
の
攻
撃
に
対
す
る
抑
止
と
防
衛
、
即
ち
韓
国
防
衛
が
最
優
先
任
務
で
あ
り
、
そ
れ
は
韓
国
の
脆
弱
な
経
済
基
盤
に
対

す
る
軍
事
負
担
を
緩
和
し
な
が
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る

）
。
し
か
し
、
域
外
の
軍
事
的
役
割
に
つ
い
て
も
政
策
文

書
で
は
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
国
家
安
全
保
障
会
議
政
策
文
書
五
九
〇
七
（

N
S
C五
九
〇
七
）

米
国
の
対
韓
政
策

（
一
九
五
九
年
七

月
一
日
）
で
は
、
米
国
の
政
策
目
標
と
し
て
、
韓
国
が

太
平
洋
地
域
の
自
由
世
界
の
力
に
実
質
的
な
貢
献

が
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
韓
国
軍
に
新
た
な
役
割
を
付
与
す
る
こ
と
が
追
記
さ
れ
た
。
即
ち
、
韓
国
軍
は
、
米
軍
と
と
も
に
、
朝
鮮

半
島
に
お
い
て
北
朝
鮮
と
中
共
に
よ
る
侵
略
を
抑
止
し
、
抵
抗
す
る
能
力
を
維
持
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

共
産
主
義
勢
力
の
侵
略

に
反
対
す
る
大
韓
民
国
の
揺
る
ぎ
な
い
決
意
を
ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
っ
て
示
す
た
め
に
十
分
な
程
度
の
力
と
様
々
な
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る

）
。

米
国
は
韓
国
軍
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
モ
デ
ル
に
な
る
と
み
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
五
四
年
以
降
、
韓
国
と
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
と
の
軍
事
交
流
を
推
進
し
て
い
た
。
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
（M

a
x
w
ell

T
a
ylor

）
極
東
軍

司
令
官
兼
国
連
軍
司
令
官
に
対
し
て
、
韓
国
軍
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
評
価
を
伝
え
て
い
る
。

韓
国
陸
軍
（R

O
K

A
r
m
y

）
は
、
必
要
性
か
ら
朝
鮮
半
島
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
極
東
に
お
け
る
最
強
の
軍
隊
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は

韓
国
と
極
東
諸
国
と
の
関
係
を
構
築
す
る
う
え
で
、
影
響
力
が
あ
り
、
決
定
的
な
要
素
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
韓
国
陸
軍
は
、
他

の
自
由
ア
ジ
ア
諸
国
、
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
目
指
す
目
標
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
我
々
も
望
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

韓
国
軍
は
極
東
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
我
が
味
方
に
立
つ
最
大
か
つ
も
っ
と
も
有
力
な
常
設
陸
軍
部
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隊
で
あ
り
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
そ
う
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。）

そ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
米
国
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
連
合
軍
を
強
化
す
る
た
め
に
、
成
功
例
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
た
韓
国
軍
の
育
成
・
訓
練
技
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る

）
。

東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
も
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
冷
戦
最
前
線
の
分
断
国
家
、
南
ベ
ト
ナ
ム
と
韓
国
と
の
軍
事
交
流
が

推
進
さ
れ
た
。
五
五
年
一
〇
月
、
韓
国
は
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
（
南
ベ
ト
ナ
ム
）
政
府
と
国
交
を
樹
立
し
、
反
共

軍
事
同
盟

の
結

成
を
提
案
し
た
が
、
サ
イ
ゴ
ン
政
権
は
米
国
に
指
示
を
仰
ぎ
、
米
国
は

地
域
連
合
自
体
に
は
賛
成
だ
と
し
な
が
ら
も
、
韓
国
と
の

軍
事
同
盟
締
結
に
よ
り
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
関
係
を
狭
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
た
た
め
、
韓
越
軍
事
同
盟
は
実

現
し
な
か
っ
た

）
。

S
E
A
T
O

の
い
わ
ば
準
加
盟
国
で
あ
る
南
ベ
ト
ナ
ム
の
地
位
を
考
え
れ
ば
そ
れ
は
賢
明
な
選
択
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
軍
事
同
盟
の
代
わ
り
に
進
め
ら
れ
た
の
が
軍
事
交
流
で
あ
っ
た
。
上
述
し
た
通
り
、
五
八
年
三
月
の

S
E
A

T
O

閣
僚
理
事
会
で

韓
国
や
台
湾
な
ど
、
域
内
の
非
加
盟
国
の
軍
事
要
員
と
接
触
す
る
権
限

が
容
認
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
軍

事
交
流
は
進
め
や
す
い
分
野
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
米
韓
両
国
の
利
害
が
一
致
し
て
、
韓
越
軍
事
交
流
が
進
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
八
年
に
韓
国
の
白
善
燁
（
ペ

ク
・
ソ
ン
ヨ
プ
）
参
謀
総
長
は
ベ
ト
ナ
ム
国
防
長
官
の
招
請
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
国
軍
を
視
察
し
た
が
、
こ
れ
は
駐
南
ベ
ト
ナ
ム
米
軍

事
支
援
顧
問
団
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
（Sa

m
u
el

T.
W
illia

m
s

）
将
軍
の
仲
介
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
る

）
。
ま
た
、
時

期
は
不
明
だ
が
、
白
善
燁
将
軍
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
後
に
大
統
領
に
な
る
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ
ュ
ー
（N

g
y
u
e
n
V
a
n
T
hie

u

）
も

少
佐
の
時
に
訪
韓
し
、
最
後
の
大
統
領
と
な
っ
た
ズ
オ
ン
・
バ
ン
・
ミ
ン
（D

u
o
n
g
V
a
n

M
in

h

）
も
参
謀
総
長
の
時
に
韓
国
軍
を

視
察
し
た
と
い
う

）
。
五
九
年
三
月
に
韓
国
は
軍
事
援
助
団
の
一
環
と
し
て
テ
コ
ン
ド
ー
教
官
団
を
南
ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ

ア
に
派
遣
し
た

）
。
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軍
事
交
流
の
ほ
か
に
、
韓
国
軍
の
イ
ン
ド
シ
ナ
・
東
南
ア
ジ
ア
派
兵
案
も
こ
の
時
期
に
浮
上
し
た
。
派
兵
案
は
米
国
の
要
請
で
は

な
く
韓
国
側
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初
の
提
案
は
、
一
九
五
四
年
、
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
の
最
中
、
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ

ー
陥
落
前
後
に
行
わ
れ
た

）
。
韓
国
軍
派
兵
案
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
を
統
括
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
拒
否
し
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

ー
政
権
も
緊
急
性
が
な
い
と
い
う
理
由
で
却
下
し
た
。
韓
国
の
提
案
に
つ
い
て
米
政
府
内
で
は
軍
事
的
・
政
治
的
側
面
か
ら
綿
密
に

検
討
を
行
っ
た
が
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
を
は
じ
め
、
国
務
省
、
国
防
省
、
中
央
情
報
局
（

C
I
A）
な
ら
び
に
リ
ッ
ジ
ウ
エ

イ
陸
軍
参
謀
長
、
ハ
ル
極
東
司
令
官
ら
陸
軍
介
入
消
極
派
の
慎
重
な
意
見
が
優
勢
を
占
め
た
が
、
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
統
合
参
謀
本
部
議

長
、
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
将
軍
ら
ア
ジ
ア
第
一
主
義
者
は
肯
定
的
に
捉
え
、
将
来
の
派
遣
受
け
入
れ
の
可
能
性
に
含
み
を
残
し
、
丁

重
に
断
る
こ
と
と
し
た

）
。

そ
の
後
、
一
九
五
八
年
二
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
で
軍
の
反
乱
が
お
き
、
米
国
と
台
湾
が
反
共
ゲ
リ
ラ
へ
の
武
器
援
助

を
行
っ
た
際
、
李
大
統
領
は
韓
国
軍
派
兵
を
示
唆
し
た
が
、
同
年
四
│
五
月
ま
で
に
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
は
ゲ
リ
ラ
を
鎮
圧
し
、
軍
派

兵
は
不
要
と
な
っ
た

）
。
ま
た
五
九
年
五
月
、
パ
テ
ト
・
ラ
オ
（
共
産
主
義
ゲ
リ
ラ
）
反
乱
の
際
、
李
大
統
領
は
崔
徳
新
・
駐
越
大
使

に
ラ
オ
ス
政
府
と
接
触
し
、
反
乱
鎮
圧
の
た
め
に
志
願
兵
派
遣
の
用
意
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
よ
う
指
示
し
、
駐
米
大
使
館
を
通
し

て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
韓
国
軍
二
個
師
団
の
派
兵
許
可
を
求
め
た
が
、
米
参
謀
本
部
は
韓
国
の
防
衛
態
勢
の
弱
体
化
を
理
由
に
却
下
し
た

）
。

ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、
英
国
首
相
と
の
会
談
の
中
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
派
兵
を
め
ぐ
る
中
華
民
国
と
韓
国
の
利
益
を
認
め
つ
つ
も
、

で
き
れ
ば
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
諸
国
間
で
［
こ
の
問
題
を
］
と
ど
め
て
お
き
た
い

と
述
べ
て
い
る

）
。
実
際
に
、
東
南
ア
ジ
ア

の
問
題
を
米
英
（
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
）
だ
け
に
と
ど
め
ら
れ
な
く
な
り
、
韓
国
軍
派
兵
を
米
国
側
か
ら
要
請
す
る
こ
と
に
な
る

の
は
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
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四

結
│
│
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
時
代
の
遺
産

以
上
の
通
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
西
太
平
洋
安
全
保
障
構
想
は
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
安
全
保
障
と
米
韓
同
盟
に
と
っ
て
幾
つ
か
の
遺
産
が
残
さ
れ
た
。

第
一
に
、
西
太
平
洋
安
全
保
障
構
想
の
経
験
を
通
じ
て
米
国
が
学
ん
だ
教
訓
と
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
国
を
一
つ
の
集
団
安
保

体
制
に
ま
と
め
る
こ
と
は
非
現
実
的
で
あ
り
、
得
策
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
西

太
平
洋
集
団
安
保
構
想
に
関
す
る
政
策
目
標
を
修
正
し
た
。
五
九
年
九
月
、
米
国
の
極
東
政
策
の
文
書
、

N
S
C

五
九
一
三
で
は
、

包
括
的
集
団
安
全
保
障
取
極
め

と
い
う
文
言
は
削
除
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
り
、

西
太
平
洋
に
お
け
る
多
国
間
（

S
E
A
T
O、

A
N
Z
U
S）
と
二
国
間
（
韓
国
、
中
華
民
国
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
防
衛
取
極
め
を
促
進
、
強
化
し
、
極
東
に
お
け
る
我
が
同

盟
国
と
他
の
友
好
国
と
の
間
で
共
通
の
目
標
に
関
し
て
理
解
を
広
げ
て
、
発
展
さ
せ
て
い
く

）

こ
と
が
目
標
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
、
米
国
中
心
の
二
国
間
・
多
国
間
同
盟
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
い
わ
ゆ
る

ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク

体
制
の
維
持
が
選
択

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
全
般
的
な
地
域
協
力
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
促
す
こ
と
と
し
、
軍
事
・
安
全
保
障
分
野

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
最
善
の
形
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク

体
制
が
維
持
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
代

に
続
く
の
で
あ
る

）
。

第
二
に
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
の
修
正
に
伴
い
、
対
韓
政
策
に
お
け
る
目
標
も
修
正
さ
れ
た
。
対
韓
政
策
文
書

N
S
C

五
九

〇
七
（
五
九
年
七
月
）
で
は
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
に
言
及
し
て
い
た
が
、

で
き
る
限
り
早
期
に

実
現
す
る
と
い
う
目
標
は

削
除
さ
れ

）
、

N
S
C

五
九
一
三
の
修
正
を
反
映
し
、
六
〇
年
の
対
韓
政
策
文
書

N
S
C

六
〇
一
八
で
は
同
構
想
に
関
す
る
言
及
は
完

全
に
削
除
さ
れ
た

）
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
に
韓
国
を
統
合
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
た
が
、
韓
国
の
抵
抗
に
あ
い
、
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失
敗
し
た
。
李
承
晩
政
権
の
反
共
・
反
日
外
交
は
障
害
と
な
り
、
米
国
の
思
惑
通
り
、
日
韓
国
交
正
常
化
も
な
か
な
か
進
展
し
な
か

っ
た
。
そ
こ
か
ら
米
国
が
学
ん
だ
教
訓
は
、

N
S
C

五
九
一
三
で
も
示
唆
さ
れ
た
通
り
、

N
E
A
T
O

構
想
は
進
め
ず
、
米
韓
二
国

間
同
盟
を
強
化
し
、
経
済
な
ら
び
に
安
全
保
障
の
基
盤
と
な
る
外
交
関
係
、
即
ち
日
韓
国
交
正
常
化
の
実
現
に
力
点
が
お
か
れ
た
。

日
韓
国
交
交
渉
が
進
む
の
は
一
九
六
〇
年
代
に
次
世
代
の
朴
正
煕
政
権
が
登
場
し
て
か
ら
で
あ
り
、
米
国
は
日
韓
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
側
面
か
ら
積
極
的
に
支
援
し
た

）
。
一
九
六
五
年
の
日
韓
国
交
正
常
化
以
後
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
米
韓
協
力
の
道
が
開
か
れ

る
こ
と
と
な
る
。

第
三
に
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
の
遺
産
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
東
南
ア
ジ
ア
・

S
E
A
T
O

と
の
関
係
で
あ
る
。
韓
国
の

S
E
A
T
O

加
盟
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、

S
E
A
T
O

と
南
ベ
ト
ナ
ム
と
の
軍
事
交
流
の
道
が
開
か
れ
た
こ
と
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
時
代
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
軍
事
交
流
が
一
九
六
〇
年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
米
韓
協
力
の
道
を
開
い
て
い
く
の
で

あ
る
。

S
E
A
T
O

は
一
九
五
九
│
六
〇
年
の
ラ
オ
ス
危
機
へ
の
対
応
の
失
敗
に
よ
り
弱
体
化
し
、
そ
の
枠
組
み
は
維
持
さ
れ
た
も
の
の
、

実
質
的
に
は

S
E
A
T
O

加
盟
国
（
米
、
豪
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
）
と
非

S
E
A
T
O

加
盟
国
（
韓
国
と
南
ベ

ト
ナ
ム
）
か
ら
成
る
新
た
な

準
同
盟

）

に
代
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
も
と
に
、
六
六
年
六
月
に
韓
国
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
発
足
し

た

ア
ジ
ア
太
平
洋
協
議
会

（

A
S
P
A
C））

と
並
行
し
て
、
同
年
一
〇
月
、
ベ
ト
ナ
ム
参
戦
国
七
カ
国
会
議
（
別
名
、
マ
ニ
ラ
会

議
）
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
協
力
枠
組
み
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
と
と
も
に
消
滅
し
た
が
、
米
韓
両
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
協
力
の
最
初
の
機
会
で
あ
っ
た
。
以
上
の
通
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
時
代
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
の
遺
産
は
、
一

九
六
〇
年
代
の

ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟

と
し
て
の
米
韓
同
盟
の
布
石
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）

本
稿
は
日
本
国
際
政
治
学
会
二
〇
〇
七
年
度
研
究
大
会
（
福
岡
）
に
お
け
る
報
告

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
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保
障
構
想
と
米
韓
同
盟

な
ら
び
に
拙
稿Y

as
u
y
o
S
a
k
ata,

T
h
e

W
ester

n
P
acific

C
ollectiv

e
S
ec

u
rity

C
o
n
ce

pt
a
n
d
K
o‑

re
a
in

th
e
Eise

n
h
o
w
er

Y
e
ars:

T
h
e
U.

S.
R
O
K

A
llia

n
ce

as
a
n
A
sia

P
acific

A
llia

n
ce,"

‑

,
V
ol.2

0(
M
arc

h2
0
08)

（

神
田
外
語
大
学
紀
要

第
二
〇
号
）
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
阪
田
恭
代

米
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
と
米
韓
同
盟
│
│

地
域
同
盟

と
し
て
の
米
韓
同

盟
の
起
源
、
一
九
五
三
│
五
四
年

鐸
木
昌
之
・
平
岩
俊
司
・
倉
田
秀
也
編

朝
鮮
半
島
と
国
際
政
治
│
│
冷
戦
の
展
開
と
変
容

（
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）、Yas

u
y
o
S
a
k
ata,

T
h
e
O
rigin

s
of

th
e
U.
S.

R
O
K

A
llia

n
ce

as
a

R
e
gio

n
al

A
lli‑

a
n
ce':

U.
S.

P
olic

y
o
n
A
sia

P
acific

C
ollectiv

e
S
ec

u
rity

a
n
d
th

e
F
or

m
atio

n
of

th
e
U.

S.
R
O
K

A
llia

n
ce,

195
3
5
4
"

[
M
ilitar

y
H
istor

y]
(
S
e
o
ul:

In
stitute

for
M
ilitar

y
H
istor

y
C
o
m
pilatio

n,
e
d.)
57

(
D
ece

m
b
er2

005)

を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
3
）

米
日
比
豪

N
Zを
含
む

太
平
洋
協
定

構
想
は
挫
折
し
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
五
一
年
八
│
九
月
に
か
け
て
一
連
の
二
国
間
条

約
、
即
ち
、
日
米
安
保
条
約
、
米
比
相
互
防
衛
条
約
、
ア
ン
ザ
ス
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
米
中
心
の

ハ
ブ
・
ア
ン

ド
・
ス
ポ
ー
ク
（hu

b
a
n
d
sp

o
k
es
）

体
制
の
起
源
で
あ
る
。
阪
田
（
二
〇
〇
五
年
）
三
〇
〇
頁
、
西
田
竜
也

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
│
│
太
平
洋
条
約
の
経
験
か
ら

国
際
政
治

第
一
五
八
号
（
二
〇
〇
九
年
一

二
月
）、Victor

D.
C
h
a,

P
o
w
erpla

y:
O
rigin

s
of

th
e

U.
S.

A
llia

n
ce

S
y
ste

m
in

A
sia,"

34:3(
W
inter2

0
09/2

0
1
0)

参
照
。

（
4
）

阪
田
（
二
〇
〇
五
年
）
三
〇
一
頁
。
日
米
安
全
保
障
条
約
（
一
九
五
一
年
と
一
九
六
〇
年
）
は
、
実
質
的
に
は
太
平
洋
防
衛
の
た
め

の
条
約
で
あ
る
が
、
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
武
力
行
使
と
集
団
的
自
衛
権
の
制
限
の
た
め
、

太
平
洋

集
団
防
衛
へ
の
言
及
は
避
け
、

条
約
区
域
を

極
東

に
限
定
し
た
。
坂
本
一
哉

日
米
同
盟
の
絆

（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
と
く
に
第
五
章
、Jo

h
n
S
w
e
n‑

so
n

W
rig

ht,
(
Sta

nford:
Sta

nford
U
niv

ersity
P
ress,

2
0
0
5),

c
h
a
pter6

参
照
。

（
5
）

米
韓
相
互
防
衛
条
約
（
五
三
年
一
〇
月
八
日
調
印
、
五
四
年
一
一
月
一
七
日
発
効
）、
神
谷
不
二
編
集
代
表

朝
鮮
問
題
戦
後
資
料

第
一
巻

（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
七
六
年
）
四
六
四
│
四
六
五
頁
参
照
。

（
6
）

休
戦
直
後
の
米
国
の
対
韓
政
策
は
朝
鮮
半
島
の
中
立
化
も
想
定
し
て
い
た
。
阪
田
（
二
〇
〇
五
年
）
三
〇
二
│
三
〇
三
頁
。
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（
7
）Jo

h
n
F
oster

D
ulles,

P
olic

y
for

S
ec

u
rity

a
n
d
P
e
ace,

3
2:2

(
A
pril1

9
5
4),

35
5
3
56.

ニ
ュ
ー
ル

ッ
ク
戦
略

に
つ
い
て
は
松
岡
完

ダ
レ
ス
外
交
と
イ
ン
ド
シ
ナ

（
同
文
舘
、
一
九
八
八
年
）、
赤
木
完
爾

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
起
源

│
│
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
と
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争

（
慶
應
通
信
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
8
）R

o
b
ert

W
atso

n,

(
W
as
hin

gto
n,

D.
C.

H
istorical

D
ivisio

n,
Joint

C
hiefs

of
Staff,

1
9
86),

c
h
a
pter1;

Jo
h
n
L
e
w
is

G
a
d
dis,

(
N
e
w

Y
or

k:
O
xford

U
niv

ersity
P
ress,

19
8
2),

1
5
2
15
3.

（
9
）

U
nite

d
States

Strate
g
y
for

D
e
v
elo

pin
g
a
P
ositio

n
of

M
ilitar

y
Stre

n
gth

in
th

e
F
ar

E
ast,"

A
pril9,

1
95
4,

（
以
下
、

）

,
19
5
2
54,

v
ol.

X
II,

p
art1,

E
ast

A
sia

a
n
d
th

e
P
acific(

W
as
h‑

in
gto

n,
D.

C.:
U.

S.
G
o
v
er
n
m
e
nt

P
rintin

g
O
ffice,

1
9
8
4),

4
1
1
42
1.

統
合
参
謀
本
部
の
い
う

極
東
地
域

に
は
、
中
共

（Co
m
m
u
nist

C
hin

a

）、
朝
鮮
、
香
港
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
沿
岸
島
嶼
連
鎖
（
日
本
、
琉
球
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）、
マ
レ
ー
連
邦
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
が
含
ま
れ
る
。

1
95
2
5
4,

X
II,

p
art.1,

.
.,

41
2.

（
10
）

ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
議
長
に
つ
い
て
はSte

p
h
e
n
J
u
rik

a,
Jr.,

e
d.,

‑

(
Sta

nford,
C
A:

H
o
o
v
er

In
stitutio

n
P
ress,

1
98
0),

c
h
a
pters12,

2
0,

2
3,

2
9

、
阪
田
（
二
〇
〇
五

年
）
三
〇
八
│
三
〇
九
頁
、Sa

k
ata(20

0
5),

6
5

参
照
。
五
四
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
米
国
の
軍
事
援
助
計
画
視
察
の
た
め
に
極
東
諸
国

を
歴
訪
し
た
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
将
軍
も
、
統
合
参
謀
本
部
の
ア
ジ
ア
地
域
集
団
安
保
案
を
支
持
し
、
米
極
東
軍
・
米
太
平
洋
軍
司
令
部

を
再
編
し
、
韓
国
・
台
湾
を
含
む
極
東
諸
国
の
軍
隊
統
合
を
提
案
し
た
。
阪
田
（
二
〇
〇
五
年
）
三
一
九
頁
。

（
11
）

1
9
52

5
4,

X
II,

p
art.1,

4
11

42
1.

（
12
）N

S
C5
4
29,

R
e
vie

w
of

P
olic

y
in

th
e

F
ar

E
ast,"

A
u
g
u
st4,

1
95
4,

,
1
9
52

5
4,

X
II,

p
art1,

6
96

70
3;

N
S
C54

29/2,
R
e
vie

w
of

U.
S.

P
olic

y
in

th
e
F
ar

E
ast,"

A
u
g
u
st2

0,
1
9
5
4,

,
1
9
52

5
4,

X
II,

p
art1,

7
69

77
6;

N
S
C54

29/5,
C
u
rre

nt
U.

S.
T
o
w
ard

th
e
F
ar

E
ast,"

D
ece

m
b
er2

2,
1
9
54,

,
1
95
2
5
4,

X
II,

p
art1,

1
062

1
072;

W
atso

n,
(1
9
8
6),

2
5
0
25
1.
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（
13
）

阪
田
（
二
〇
〇
五
年
）
三
一
〇
頁
。

（
14
）

,
1
9
5
2
5
4,

X
II,

p
art1,

10
66.

（
15
）T

h
e

A
ctin

g
D
irector

of
th

e
O
ffice

of
N
orth

e
ast

A
sia

n
A
ffairs(

M
c
Clu

r
kin)

to
th

e
A
m
b
assa

d
or

in
Ja
p
a
n

(
A
lliso

n),
W
as
hin

gto
n,

S
e
pte

m
b
er1

6,
19
54,

1
95
2
5
4,

X
II,

p
art1,

9
11

9
1
2.

（
16
）

1
9
52

5
4,

X
II,

p
art1,

91
1
9
1
2.

（
17
）

1
9
52

5
4,

X
II,

p
art1,

91
1
9
1
2.

（
18
）

1
9
52

5
4,

X
II,

p
art1,

69
9,

77
3.

（
19
）

1
9
52

5
4,

X
II,

p
art1,

91
2.

（
20
）“

N
e
w

A
sia

n
Lin

e
u
p
Stu

die
d
b
y
D
ulles,"

,
A
u
g
u
st4,

1
95
4.

（
21
）T

h
e
A
m
b
assa

d
or

in
Ja
p
a
n
to

th
e
D
e
p
art

m
e
nt

of
State,

T
o
k
y
o,

A
u
g
u
st4

1
9
5
4,

,1
9
5
2
5
4,

X
II,

p
art1,

69
4
6
9
5.

（
22
）T

h
e
S
ecretar

y
of

State
to

th
e
E
m
b
ass

y
in

Ja
p
a
n,

A
u
g
u
st5,

1
95
4,

,1
9
52

5
4,

X
II,

p
art1,

7
11

71
2.

（
23
）

M
e
m
ora

n
d
u
m
fro

m
O
g
b
u
r
n
to

D
r
u
m
w
rig

ht,
A
u
g
u
st1

2,
1
95
4,

in
H
iros

hi
M
as
u
d
a,

e
d.,

‑

,
C
o
n
g
ressio

n
al
Infor

m
atio

n
S
ervice

a
n
d

M
ar
u
ze

n
C
o.,
19
9
8
(

m
icrofisc

h
e
＃

2
‐

C‐
20).

以

下
、
同
覚
書
に
つ
い
て
は
本
注
釈
を
参
照
。

（
24
）

七
月
二
一
日
、
マ
ク
ラ
ー
キ
ン
北
東
ア
ジ
ア
課
長
代
理
は
英
豪
な
ど
の
駐
米
大
使
館
関
係
者
と
ア
ジ
ア
集
団
安
保
体
制
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
、
米
側
は
日
韓
国
交
正
常
化
後
に
北
東
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
む

北
太
平
洋
条
約
機
構
（N

orth
er
n
P
acific

T
re
aty

O
r‑

g
a
nizatio

n

）

を
つ
く
り
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
と
連
結
さ
せ
る
と
い
う
案
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

,
1
9
5
2
5
4,

X
II,

p
art1,

64
9.

（
25
）

中
華
民
国
外
相
は
、
西
太
平
洋
諸
国
を
一
つ
の
協
定
に
ま
と
め
る
こ
と
は

現
実
的
で
な
く

、
中
日
米
、
中
韓
米
、
中
比
米
の
三

カ
国
協
定
を
リ
ン
ク
す
る
こ
と
を
代
わ
り
に
提
案
し
た
。M

e
m
ora

n
d
u
m
fro

m
O
g
b
u
r
n
to

D
r
u
m
w
rig

ht,
A
u
g
u
st1

2,
1
954,

in
M
as
u
d
a(1

9
9
8).

（
26
）

マ
ク
ラ
ー
キ
ン
北
東
ア
ジ
ア
課
長
代
理
は
駐
米
日
本
大
使
館
関
係
者
に
も
日
韓
両
国
の
北
太
平
洋
安
保
条
約
機
構
へ
の
参
加
に
つ
い
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て
打
診
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
側
は
、
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
制
約
を
指
摘
し
つ
つ
、
国
連
決
議
が
あ
れ
ば
日
本
の
部
隊
も
参
加

で
き
る
と
い
う
国
内
の
専
門
家
の
意
見
も
紹
介
し
、
集
団
安
全
保
障
活
動
へ
の
参
加
の
可
能
性
を
完
全
に
否
定
し
な
か
っ
た
。

,

19
52

5
4,

X
II,

p
art1,

6
4
9.

（
27
）

M
e
m
ora

n
d
u
m
fro

m
O
g
b
u
r
n
to

D
r
u
m
w
rig

ht,
A
u
g
u
st1

2,
1
95
4,

in
M
as
u
d
a(1

9
98).

（
28
）

M
c
Clu

r
kin

to
A
lliso

n,
S
e
pte

m
b
er16,

19
5
4,

1
9
5
2
5
4,

X
II,

p
art1,

9
12.

（
29
）

1
9
52

5
4,

X
II,

pt.1,
9
6
1,

9
7
6.

（
30
）N

S
C55

1
4,

N
ote

b
y
th

e
E
x
ec

utiv
e
S
ecretar

y
to

th
e

N
atio

n
al

S
ec

u
rity

C
o
u
n
cil

o
n

U.
S.

O
bjectiv

es
a
n
d

C
o
u
rses

of
A
ctio

n
in

K
ore

a,
F
e
br

u
ar
y25,

1
9
5
5,

,1
95
5
5
7,

X
X
III,

p
art2,

K
orea(

U
S
G
P
O,
1
99
3),

42
4
8.

（
31
）

,1
95
5
5
7,

X
X
III,

p
art2,

4
7.

（
32
）

日
韓
交
渉
は
漁
業
問
題
、
在
日
韓
国
人
の
法
的
地
位
、
財
産
請
求
権
を
め
ぐ
っ
て
停
滞
し
て
い
た
が
、
五
三
年
一
〇
月
の
第
三
次
会

談
で
、
久
保
田
貫
一
郎
・
首
席
代
表
は
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
を
正
当
化
す
る
発
言
を
行
い
、
韓
国
側
が
激
怒
し
、
交
渉
は
無
期
延
期

と
な
っ
た
。
李
庭
植
（
小
此
木
政
夫
・
古
田
博
司
訳
）

戦
後
日
韓
関
係
史

（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
）
第
二
章
参
照
。

（
33
）

,
1
95
5
5
7,

X
X
III,

4
7.

米
国
の
対
韓
政
策
に
関
す
る
進
捗
状
況
の
報
告
で
は
、

N
S
C五
四
二
九
／
二
で
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
西
太
平
洋
安
全
保
障
取
極
め
を
通
じ
て
米
国
の
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
に
韓
国
を
さ
ら
に
結
び
付
け
て
い
く
取
り
組
み
に
は
、

日
韓
双
方
が
満
足
の
い
く
程
度
の
実
務
的
な
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
韓
国
に
念
を
押
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
文
書
で
は
、
韓
国
の
米
国
の
安
保
政
策
に
対
す
る
批
判
や
日
本
に
対
す
る

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
攻
撃

を
憂
慮

し
な
が
ら
も
、
米
国
は

韓
国
と
、
広
域
の
安
全
保
障
取
極
め
を
公
式
化
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る

こ
と
を
勧
め
た
。

但
し
、
そ
れ
に
は
困
難
が
伴
い
、
と
く
に

日
本
が
参
加
す
る
取
極
め
は
短
期
的
に
は
実
現
不
可
能
か
も
し
れ
な
い

と
見
通
し
て
い
た
。

S
eco

n
d
P
ro

g
ress

R
e
p
ort

b
y
th

e
O
p
eratio

n
s
C
o
ordin

atin
g
B
o
ard

to
th

e
N
atio

n
al

S
ec

u
rity

C
o
u
n
cil

o
n
N
S
C17

0/1,
D
ece

m
b
er2

9,
19
5
4,

,
1
9
5
2
5
4,

X
V,
19
5
3.

（
34
）

李
大
統
領
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
東
京
駐
在
の
外
交
官
に
対
し
て

日
本
は
共
産
主
義
勢
力
側
に
立
ち
、
米
国
と
対
決
す
る
準
備
を
し

て
い
る

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
宣
伝
し
、
ソ
連
と
中
共
と
の
貿
易
に
異
議
を
唱
え
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
。M

e
m
ora

n
d
u
m
fro

m

th
e
D
irector

of
th

e
O
ffice

of
N
orth

east
A
sia

n
A
ffairs(

M
c
Clu

r
kin)

to
th

e
A
ssista

nt
S
ecretar

y
of

State
for

F
ar
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E
aster

n
A
ffairs(

R
o
b
ertso

n),
W
as
hin

gto
n,

J
u
n
e1,

19
5
5,

,
1
9
5
5
1
95
7,

X
X
III,

1
0
8.

同
時
期
に
、
在
ソ
ウ
ル
米
大

使
館
前
で
、
米
国
が
日
本
へ
の
支
持
を
止
め
る
よ
う
デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
乱
闘
に
転
じ
た
こ
と
を
背
景
に
、
梁
裕
燦
駐
米

大
使
は
、
日
本
が

北
朝
鮮
や
他
の
共
産
圏
諸
国
へ
度
重
な
る
働
き
か
け

を
し
て
い
る
こ
と
が
韓
国
の
反
日
感
情
の
一
因
で
あ
る
と
米

側
に
伝
え
た
。
ウ
イ
リ
ア
ム
・
シ
ー
ボ
ル
ド
（W

illia
m
S
e
b
ald

）
極
東
担
当
国
務
副
次
官
補
は
、
梁
大
使
に
、
米
国
は

韓
国
と
同

様
、
日
本
が
反
共
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
に
関
心
を
抱
い
て
い
る

が
、

危
険

な
（
反
日
）
デ
モ
に
つ
い
て
は
注
意
を
喚
起
し
た
。

T
ele

g
ra

m
fro

m
th

e
D
e
p
art

m
e
nt

of
State

to
th

e
E
m
b
ass

y
in

K
ore

a,
J
u
n
e1
3,

19
55,

,
1
95
5
5
7,

X
X
III,

1
13.

（
35
）

金
東
祚
（
林
健
彦
訳
）

韓
日
の
和
解
│
│
日
韓
交
渉
一
四
年
の
記
録

（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
六
年
）
一
三
〇
│
一
三
六
頁
。

（
36
）

在
日
朝
鮮
人
帰
還
運
動
を
め
ぐ
る
日
米
韓
の
外
交
に
つ
い
て
は
、
金
（
一
九
八
六
年
）
一
三
八
│
二
一
七
頁
、
権
容
奭

岸
政
権
期

の

ア
ジ
ア
外
交

（
国
際
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
二
五
二
│
二
五
七
頁
を
参
照
。

（
37
）Jo

h
n
S
w
e
n
so

n
W
rig

ht,

(
Sta

nford,
C
A:

Sta
nford

U
niv

ersity
P
ress,

2
0
0
5),

30
8,

fo
otn

ote94.

ウ
オ
ル
タ
ー
・
マ
コ
ー
ノ
イ
（W

alter
P.

M
c‑

C
o
n
a
u
g
h
y

）
駐
韓
米
大
使
は
、
韓
国
の
許
政
外
相
が
日
韓
関
係
の
主
要
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
発
言
し
た
こ
と
に
対
し
て

と
く
に
勇

気
づ
け
ら
れ
た

と
指
摘
し
、

実
質
的
な
進
展
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
真
の
機
会
が
訪
れ
て
い
る

と
信
じ
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
駐

日
大
使
も
、
日
韓
関
係
改
善
を
進
め
る
た
め
に
米
政
府
は
韓
国
の
新
政
権
を
活
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
、
と
進
言
し
て
い
る
。Tele‑

g
ra

m
fro

m
E
m
b
ass

y
in

K
ore

a
to

th
e
D
e
p
art

m
e
nt

of
State,

S
e
o
ul,

A
pril2

8,
1
9
6
0,

,
1
9
58

1
960,

v
olu

m
e

X
V
III:

Ja
p
a
n,

K
ore

a(
U
S
G
P
O,
1
9
9
4),

65
0,

fo
otn

ote3.

（
38
）C

hia
n
g

D
ulles

talk
s.

M
e
m
ora

n
d
u
m

of
C
o
n
v
ersatio

n,
T
aip

ei,
M
arc

h16,
1
95
6,

,
1
9
5
5
1
9
57,

V
ol.

III,
C
hin

a(
U
S
G
P
O,1
98
6),

3
2
9
33
0.

（
39
）

T
h
e
R
ece

nt
a
n
d
P
rosp

ectiv
e
F
oreig

n
R
elatio

n
s
of

Ja
p
a
n(19

5
6
61),"

S
e
pte

m
b
er12,

19
5
6,

O
ffice

of
Intelli‑

g
e
n
ce

a
n
d
R
ese

arc
h(

O
I
R)

R
e
p
ort,

N
o.7
3
3
1,

O
I
R
files,

N
atio

n
al

A
rc
hiv

es
II,

cite
d
in

S
w
e
n
so

n
W
rig

ht(20
0
5),

30
7,

fo
otn

ote9
4.

（
40
）L

etter
fro

m
th

e
A
m
b
assa

d
or

in
Ja
p
a
n(

M
ac

A
rth

u
r)

to
th

e
S
ecretar

y
of

State,
T
o
k
y
o,

M
a
y
25,

1
957,

,
19
5
5
57,

X
X
III,

P
art1,

Ja
p
a
n(

U
S
G
P
O,
1
9
9
1),

3
2
6.
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（
41
）

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
、
李
承
晩
大
統
領
に
対
す
る
親
書
で
、
李
の
三
カ
国
間
協
定
の
提
案
に
つ
い
て
、

日
韓
両
国
間
の
和

合
と
友
好
の
回
復
に
対
す
る
我
が
国
の
関
心
を
貴
殿
も
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
そ

の
関
連
で
、
日
本
、
韓
国
と
米
国
と
の
間
の
三
カ
国
間
協
定
の
貴
殿
の
提
案
は
十
分
に
検
討
に
値
す
る
と
私
も
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
協
定
に
つ
い
て
貴
殿
の
詳
細
な
考
え
を
伺
う
た
め
に
、
ブ
リ
ッ
グ
ス
（
駐
韓
）
大
使
に
貴
殿
と
相
談
す
る
よ
う
指
示
し
ま
す
。

と
伝

え
た
。Letter

fro
m

P
resid

e
nt

Eise
n
h
o
w
er

to
P
resid

e
nt

R
h
e
e,

W
as
hin

gto
n,

Ja
n
u
ar
y31,

1
95
5,

,
1
9
55

57,
X
X
III,

pt.
2,

1
2.

（
42
）O

liv
er'

s
letter

to
R
h
ee,

O
cto

b
er5,

19
54

in
R
o
b
ert

T.
O
liv

er,

(
S
e
o
ul:

P
a
n
m
u
n
B
o
o
k
C
o
m
p
a
n
y,
1
9
7
8),

4
66

4
6
7.

（
43
）

同
草
案
で
、
李
承
晩
は
、
ダ
レ
ス
が

か
つ
て
の
ア
ジ
ア
の
侵
略
者

日
本
を
増
強
し
よ
う
と
す
る
計
画
を
も
っ
て
い
る
と
み
て
い

て
憂
慮
し
て
い
た
。

隣
国
と
平
和
裏
に
生
き
て
い
く
よ
う
日
本
が
改
心
し
た
ら
、
過
去
に
つ
い
て
許
し
、
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
る
が
、

李
の
眼
に
は
そ
の
よ
う
な
日
本
の
姿
が
映
っ
て
い
な
か
っ
た
。
同
草
案
が
国
務
省
に
送
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
オ
リ
バ
ー

は
、
そ
れ
が
オ
リ
バ
ー
自
身
へ
の
返
答
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。R

h
ee'

s
re
ply

to
O
liv

er
o
n
O
cto

b
er1

8,
1
9
54,

as
a

draft

letter"
to

State
D
e
p
art

m
e
nt.

O
liv

er(1
97
8),

4
6
8
4
7
0.

（
44
）O

liv
er(1

97
8),

4
6
8
4
70

.

（
45
）

金
（
一
九
八
六
年
）
一
〇
九
│
一
一
〇
頁
。
一
九
五
八
年
一
月
二
五
日
、
韓
国
外
相
は
、
非
共
産
圏
同
盟
国
間
の
よ
り
緊
密
な
連
携

を
促
進
す
る
と
い
う
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の
提
案
に
賛
成
で
あ
っ
た
が
、
韓
国
は
未
だ
に
日
本
を
地
域
的
な
同
盟
に
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
躊
躇
し
て
い
る
と
米
側
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
日
韓
間
の
違
い
か
ら
で
は
な
く
、
韓
国
は
日
本
が
反
共
主
義
勢
力
で
あ
る
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
S
e
o
ul:

Y
o
n
gjin

sa,
1
9
9
3),

29
9.

と
は
在
ソ
ウ
ル
米
大
使
館
の
週
刊
報
告
集
で
あ
る
。

（
46
）

,
S
e
pte

m
b
er2

0,
19
5
4,

3
91

39
5.

（
47
）

マ
ニ
ラ
条
約
の
付
随
書
に
お
い
て
、
同
条
約
第
三
条
（
経
済
・
社
会
協
力
）
と
第
四
条
（
集
団
防
衛
）
の
条
約
対
象
地
域
と
し
て
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
国
行
政
管
轄
下
の

自
由
地
域

（
北
緯
一
七
度
線
以
南
、
即
ち
南
ベ
ト
ナ
ム
）
が
指
定
さ
れ
た
。

P
rotocol

to
th

e
S
o
uth

e
ast

A
sia

C
ollectiv

e
D
efe

n
se

T
re
aty,

,
S
e
pte

m
b
er,

2
0,

195
4,
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39
5.

（
48
）

M
e
m
ora

n
d
u
m

of
C
o
n
v
ersatio

n,
b
y

W
alter

H.
D
re

w,
O
ffice

of
N
orth

east
A
sia

n
A
ffairs,

J
uly2

1,
1
954,

,
1
9
52

5
4,

X
II,

pt.1,
6
4
9.

英
大
使
館
関
係
者
は
、

北
太
平
洋
条
約
機
構

が
設
立
さ
れ
れ
ば
韓
国
が
北
朝
鮮
と
の
平
和
統

一
を
協
議
す
る
た
め
に
プ
ラ
ス
と
な
る
の
で
歓
迎
し
た
が
、
韓
国
の
単
独
軍
事
行
動
を
助
長
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
懸
念
し
た
。
マ
ク
ラ

ー
キ
ン
は
、
集
団
安
保
取
極
め
が
あ
れ
ば
、
韓
国
が
単
独
行
動
を
と
る
可
能
性
は
実
際
に
は
低
く
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

,

19
52

5
4,

X
II,

pt.1,6
4
8
6
4
9.

（
49
）

米
英
共
同
研
究
（U

S
U
K
Joint

Stu
d
y
G
ro

u
p
o
n
S
o
uth

e
ast

A
sia

D
efe

n
se

）
に
つ
い
て
は

,
19
52

5
4,

X
II,

pt.1,
5
9
7,6

07,
6
11,

6
14,

63
3,

6
4
3

参
照
。

（
50
）

第
七
条
で
は

こ
の
条
約
の
目
的
を
促
進
し
、
か
つ
、
条
約
地
域
の
安
全
に
貢
献
す
る
地
位
に
あ
る
他
の
い
ず
れ
か
の
国
は
、
こ
の

条
約
に
加
入
す
る
よ
う
締
約
国
の
全
員
一
致
の
合
意
に
よ
り
招
請
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
、
第
八
条
で

こ
の
条
約
に
お
け
る

〝
条
約
地
域

と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
全
般
地
域
（
ア
ジ
ア
の
締
約
国
の
す
べ
て
の
領
土
を
も
含
む
）
及
び
西
南
太
平
洋
の
全
般
地
域

（
北
緯
二
一
度
三
〇
分
以
北
の
太
平
洋
地
域
を
除
く
）
を
い
う
。
締
約
国
は
、
第
七
条
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
国
の
領

土
を
条
約
地
域
に
含
め
る
た
め
、
そ
の
他
条
約
地
域
を
変
更
す
る
た
め
、
全
員
一
致
の
合
意
に
よ
っ
て
こ
の
条
を
改
正
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

と
記
さ
れ
た
。

東
南
ア
ジ
ア
防
衛
条
約

（

日
本
外
交
主
要
文
書
・
年
表
⑴

）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

世
界
と
日
本

、
東
京
大
学
東

洋
文
化
研
究
所
田
中
明
彦
研
究
室
、http://

w
w
w.
ioc.

u
to

k
y
o.
ac.

jp/
～

w
orldjp

n

。

（
51
）

N
e
w
s

C
o
nfere

n
ce

State
m
e
nts,"

D
ece

m
b
er1,

1
95
4,

,
D
ece

m
b
er1

3,
19
54,

89
5
9
7.

（
52
）T

e
xt

of
th

e
M
utu

al
D
efe

n
se

T
reaty

b
et

w
ee

n
th

e
U
nite

d
States

a
n
d
th

e
R
e
p
u
blic

of
C
hin

a,
D
ece

m
b
er2,

19
54,

,
D
ece

m
b
er13,

19
5
4,

8
9
9.

（
53
）P

ress
rele

ase,
N
o
v
e
m
b
er1

7,
,

D
ece

m
b
er1

3,
1
95
4,

8
9
4.

（
54
）L

es
B
u
sz
y
n
s
ki,

(
K
e
nt

R
id
g
e:

Sin
g
a
p
ore

U
niv

ersity
P
ress,

19
8
3),

c
h
a
pters1

a
n
d2.

K
e
n
n
eth

W.
C
o
n
dit,

(
H
istorical

O
ffice,

Joint
Staff,

W
as
hin

gto
n,

D.
C.,

1
99
2),

2
21

2
28;

B
y
ro

n
R.
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F
airc

hild
a
n
d

W
alter

S.
P
o
ole,

(
W
as
hin

gto
n,

D.
C.:

O
ffice

of
th

e
C
h
air

m
a
n
of

th
e
Joint

C
hiefs

of
Staff,

2
0
0
0),

21
7
2
20.

（
55
）N

S
C5
6
12/1,

State
m
e
nt

of
P
olic

y
o
n
U.

S.
P
olic

y
in

M
ainla

n
d
S
o
uth

e
ast

A
sia,"

S
e
pte

m
b
er5,

1
9
5
6,

,

19
55

1
9
57,

V
olu

m
e
X
X
I,

E
ast

A
sia

n
S
ec

u
rity;

C
a
m
b
o
dia;

L
a
os(

U
S
G
P
O,
1
99
0),

2
5
7.

（
56
）

,
M
arc

h3
1,

1
9
58,

5
05.

（
57
）

一
九
五
五
年
二
月
二
七
日
、
第
一
回

S
E
A
T
O理
事
会
で
、
韓
国
外
相
は
韓
国
が

S
E
A
T
O加
盟
の
意
思
が
あ
る
こ
と
を
表
明

し
た
。

韓
國
外
交
年
表

（
ソ
ウ
ル
‥
国
立
国
会
図
書
館
、
一
九
七
四
年
）
一
〇
五
頁
［
韓
国
語
］。

（
58
）

崔
永
鎬

李
承
晩
政
権
に
よ
る
反
共
外
交
の
展
開
│
│
韓
国
の
対
東
南
ア
ジ
ア
外
交
の
始
ま
り

ア
ジ
ア
経
済

三
二
巻
五
号

（
一
九
九
一
年
五
月
）
五
八
│
五
九
頁
、
松
田
春
香

東
ア
ジ
ア

前
哨
国
家

に
よ
る
集
団
安
全
保
障
体
制
構
想
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応

│
│

太
平
洋
同
盟

と

ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟

を
中
心
に

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究

（
東
京
大
学
）
五
号
（
二
〇
〇
五
年
）｛
以

下
、
松
田
（
二
〇
〇
五
年

a）｝、
一
四
〇
│
一
四
一
頁
。

（
59
）

松
田
（
二
〇
〇
五
年

a）
一
四
二
頁
。

（
60
）

第
一
次
使
節
団
（
五
三
年
一
二
月
）
は
中
華
民
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
国
、
タ
イ
、
第
二
次
使
節
団
（
五
四
年
二
│
三
月
）

に
中
華
民
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ビ
ル
マ
、
タ
イ
を
歴
訪
し
た
。
松
田
（
二
〇
〇
五
年

a）
一
四
二
│
一
四
五
頁
。

（
61
）

五
四
年
六
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
、

ア
ジ
ア
民
族
反
共
大
会

が
韓
国
の
鎮
海
で
開
催
さ
れ
、
大
会
最
終
日
に

ア
ジ
ア
反

共
連
盟
憲
章

が
採
択
さ
れ
、

自
由
ア
ジ
ア

諸
国
が
共
産
主
義
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
集
団
安
全
保
障
の
強
化
と
軍
事
同
盟
結

成
に
努
力
す
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
と
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
、
反
共
機
構
創
設
の
た
め
に
事
務
局
を
ソ
ウ
ル
に
設
置
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
た
。
松
田
（
二
〇
〇
五
年

a）
一
四
八
│
一
四
九
頁
。
松
田
春
香

ア
メ
リ
カ
・
韓
国
・
南
ベ
ト
ナ
ム
の
軍
事
交
流
の
は
じ
ま
り
│
│

李
承
晩
・
韓
国
大
統
領
に
よ
る
韓
国
軍
イ
ン
ド
シ
ナ
派
兵
提
議
を
中
心
に

同
時
代
史
学
会
編

朝
鮮
半
島
と
日
本
の
同
時
代
史

（
日

本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）｛
以
下
、
松
田
（
二
〇
〇
五
年

b）｝
二
四
二
│
二
四
三
頁
。

（
62
）

前
哨
国
家

に
つ
い
て
は
松
田
（
二
〇
〇
五
年

a）、
松
田
（
二
〇
〇
五
年

b）
参
照
。

（
63
）

(19
9
3),

v
ol.8,

1
9
59,

p.1
6
2.

（
64
）

東
亜
日
報

一
九
五
四
年
二
月
八
日
、
松
田
（
二
〇
〇
五
年

a）
一
四
六
頁
よ
り
引
用
。
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（
65
）

松
田
（
二
〇
〇
五
年

a）
一
四
六
頁
。

（
66
）

五
九
年
夏
、
李
承
晩
政
権
は
、
東
ア
ジ
ア
反
共
諸
国
指
導
者
会
議
の
開
催
を
推
進
し
、
韓
国
外
務
部
は

東
ア
ジ
ア
諸
国
機
構

（O
r
g
a
nizatio

n
of

E
ast

A
sia

n
N
atio

n
s

）

計
画
を
起
案
し
て
い
た
。
そ
れ
は
政
治
、
軍
事
、
社
会
・
経
済
、
文
化
面
で
の
協
力
を

目
的
と
し
た
政
府
間
機
構
の
設
立
で
あ
っ
た
が
、

反
共
の
組
織
化
と
日
本
の
排
除
と
い
う
志
向
性
に
は
変
わ
り
が
な
く
、
関
係
国
か
ら

の
協
力
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

曺
良
鉉

ア
ジ
ア
地
域
主
義
と
ア
メ
リ
カ
│
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
期
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
国
際
関
係

（
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
一
六
五
頁
。

（
67
）

(19
9
3),

v
ol.7,

1
9
58,

2
18.

（
68
）

(19
9
3),

v
ol.8,

1
9
59,

1
62.

（
69
）R

ic
h
ard

A
lle

n,
(

T
o
k
y
o:

C
h
arles

E.
T
uttle

C
o
m
p
a
n
y,

19
60),

1
88.

（
70
）C

o
n
dit(19

9
2),

2
21

2
2
8;

F
airc

hild
a
n
d
P
o
ole(2

00
0),

2
1
8
2
19;

B
u
sz
y
n
s
ki(19

83),
4
9
50.

（
71
）L

etter
fro

m
th

e
S
ecretar

y
of

State
to

th
e
P
resid

e
nt,

M
a
nila,

M
arc

h,
1
1,

19
5
8,

,
19
5
8
19
60,

X
V
I,

E
ast

A
sia

P
acific

R
e
gio

n;
C
a
m
b
o
dia;

L
a
os(

U
S
G
P
O,
1
99
2),

6.

（
72
）

阪
田
（
二
〇
〇
五
年
）
三
〇
九
│
三
一
〇
頁
。

（
73
）

国
家
安
全
保
障
会
議
政
策
文
書
六
〇
〇
八
／
一

米
国
の
日
本
に
対
す
る
政
策

（
一
九
六
〇
年
六
月
一
一
日
）
で
は
、
自
衛
隊
の

役
割
に
つ
い
て
、

日
本
の
部
隊
の
現
在
の
任
務
は
、
国
内
治
安
で
警
察
を
支
援
す
る
ほ
か
に
、
日
本
区
域
（Ja

p
a
n
area

）
の
防
衛
に

参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
地
域
外
で
部
隊
を
使
用
す
る
た
め
に
任
務
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
は
い
か
な
る
場
合
で
も
、（
日
本

国
）
憲
法
第
九
条
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
憲
法
解
釈
で
は
、
日
本
の
軍
隊
の
使
用
は
日
本
国
の
自
衛
に
限
ら
れ
て
い
る

と
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

自
由
世
界
の
力

に
対
す
る
日
本
の
貢
献
は
、

主
に
経
済
力
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
地
域
の

穏
健
化
に
寄
与
す
る
影
響
力

を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

軍
事
問
題
に
つ
い
て
日
本
の
考
え
が
大
幅
に
変
わ
ら
な
い
限
り
、
日
本
は
地
域

安
全
保
障
の
取
極
め
に
加
入
す
る
可
能
性
は
低
い
が
、
米
国
に
提
供
し
て
い
る
補
給
施
設
や
軍
事
基
地
は
、
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
自
由

世
界
の
軍
事
力
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
分
析
し
て
い
る
。

,
1
9
5
8
60,

X
V
III,

3
4
0,

3
4
3.

（
74
）

M
e
m
ora

n
d
u
m
b
y

W
ilso

n
to

L
a
y,

A
pril1

0,
1
95
4,

1
9
5
2
5
4,

X
II,

pt.1,
4
1
9.

李
鍾
元
（
一
九
九
六
年
）
八
八
│
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八
九
頁
。

（
75
）N

S
C5
7
23,

U.
S.

P
olic

y
T
o
w
ard

T
ai
w
a
n
a
n
d
th

e
G
o
v
er
n
m
e
nt

of
th

e
R
e
p
u
blic

of
C
hin

a,
O
cto

b
er4,

195
7,

,
19
5
5
19
5
7,

V
ol.

III,
C
hin

a(
U
S
G
P
O,
1
9
8
6),

62
0
6
22.

F
airc

hild
a
n
d
P
o
ole(2

0
00),

2
08.

（
76
）F

airc
hild

a
n
d
P
o
ole(2

00
0),

19
8
2
01.

（
77
）N

S
C59

0
7,

State
m
e
nt

of
U.
S.

P
olic

y
to

w
ard

K
orea,

J
uly1,

19
5
9,

,
1
9
5
8
1
96
0,

X
V
III,

57
3.

（
78
）T

ele
g
ra

m
fro

m
th

e
E
m
b
ass

y
in

K
ore

a
to

th
e
D
e
p
art

m
e
nt

of
State,

S
e
o
ul,

M
a
y30,

19
55,

,
1
95
5
1
95
7,

X
X
III,

1
04.

（
79
）

M
e
m
ora

n
d
u
m

of
U.

S.
F
re

n
c
h
T
alk

s
at

Q
u
ai

d'
O
rsa

y,
A
pril2

2,
19
54,

,
1
9
5
2
5
4,

X
III,

p
art1,

In
d
o‑

c
hin

a(
U
S
G
P
O,
1
9
8
2),

4
8
4;

松
岡
完

一
九
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
再
編
戦
略

国
際
政
治

一
〇
五
号
（
一
九
九
四
年
一

月
）
八
五
頁
、
松
田
（
二
〇
〇
五
年

a）
一
四
九
頁
。
韓
国
の
白
善
燁
将
軍
に
よ
れ
ば
、
米
軍
は
韓
国
の
戦
力
増
強
計
画
を
東
南
ア
ジ
ア

に
も
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
白
善
燁

若
き
将
軍
の
朝
鮮
戦
争

（
草
思
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
二
三
頁
。

（
80
）

松
田
（
二
〇
〇
五
年

b）
二
五
六
頁
。

（
81
）

松
田
（
二
〇
〇
五
年

b）
二
五
六
頁
。

（
82
）

白
善
燁
（
二
〇
〇
〇
年
）
四
二
三
頁
、
松
田
（
二
〇
〇
五
年

b）
二
五
六
│
二
五
七
頁
。

（
83
）K

y
u
d
o
k
H
o
n
g,

(
P
h.
D.

D
issertatio

n,
U
niv

er‑
sity

of
S
o
uth

C
arolin

a,
1
99
1),

p.9
5,

松
田
（
二
〇
〇
五
年

b）
二
五
七
頁
。
同
テ
コ
ン
ド
ー
教
官
団
は
東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
中
、
南

ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
要
請
で
、
一
カ
月
に
わ
た
り
サ
イ
ゴ
ン
な
ど
各
地
を
回
っ
た
。
そ
の
次
に
韓
国
の
テ
コ
ン
ド
ー
教
官
団
が
南
ベ
ト
ナ
ム

に
派
遣
さ
れ
た
の
は
六
二
年
一
二
月
で
あ
る
。
チ
ェ
・
ヨ
ン
ホ

一
冊
で
読
む
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
韓
国
軍

（
ソ
ウ
ル
‥
国
防
部
軍
史
編

纂
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
）［
韓
国
語
］、
三
八
四
頁
。

（
84
）

李
承
晩
大
統
領
は
、
五
四
年
一
月
二
八
日
、
ハ
ル
極
東
軍
司
令
官
に
対
し
て
韓
国
軍
一
個
師
団
を
ラ
オ
ス
に
派
兵
す
る
こ
と
を
提
案

し
、
六
月
に
は
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
将
軍
に
韓
国
軍
三
個
師
団
の
イ
ン
ド
シ
ナ
派
兵
を
申
し
出
て
、
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
自
ら
が
、
韓
国

兵
と
と
も
に
米
軍
将
校
の
派
遣
、
国
府
軍
一
│
二
個
師
団
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

象
徴
的
規
模
の
兵
力

、
イ
ン
ド
シ
ナ
情
勢
が
悪
化
し
た

場
合
は
米
海
兵
隊
の
派
遣
も
合
わ
せ
て
提
案
し
、統
合
参
謀
本
部
に
上
申
し
た
。
七
月
初
め
に
李
大
統
領
は
ブ
リ
ッ
グ
ス（Ellis

B
rig

g
s

）
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駐
韓
米
大
使
に
対
し
て
、
韓
国
軍
二
│
三
個
師
団
の
即
時
派
兵
案
を
持
ち
か
け
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
に
伝
え
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

李
（
一
九
九
六
年
）
九
六
頁
。

（
85
）

五
四
年
の
韓
国
の
提
案
に
対
す
る
米
政
府
内
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
李
（
一
九
九
六
年
）
九
四
│
九
七
頁
、Sa

k
ata(20

05),

82
8
6

、
松
田
（
二
〇
〇
五
年

b）
二
四
三
│
二
五
一
頁
参
照
。

（
86
）

当
時
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
聞
は
、
李
承
晩
大
統
領
が
反
乱
軍
を
支
援
す
る
た
め
に

志
願
兵

の
派
遣
を
計
画
し
、
崔
徳
新
駐
越

大
使
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
反
乱
軍
指
導
者
と
接
触
し
て
い
る
と
報
じ
た
が
、
崔
大
使
が
李
承
晩
に
報
告
し
た
際
、
同
報
道
の
内
容
は
否
定

し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
李
へ
の
報
告
で
、
崔
大
使
は

S
E
A
T
O地
域
は
わ
れ
わ
れ
が
戦
略
的
か
つ
政
治
的
に
利
害
を
持
つ
地
域

で
あ
る
と
み
て
、
同
地
域
へ
韓
国
軍
派
兵
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、

韓
国
海
空
軍
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
定
期
的
訪
問
に
よ
る

訓
練
の
必
要
性

を
指
摘
し
、
派
兵
に
備
え
て
の
軍
事
交
流
の
意
義
を
指
摘
し
た
。
李
（
一
九
九
六
年
）
九
七
│
九
八
、
一
〇
三
頁
。

（
87
）

李
（
一
九
九
六
年
）
九
八
頁
、Fairc

hild
a
n
d
P
o
ole(2

0
00),

2
2
1
22
2.

（
88
）

M
e
m
ora

n
d
u
m

of
C
o
n
v
ersatio

n,
D
e
p
art

m
e
nt

of
State,

W
as
hin

gto
n,

J
u
n
e9,

19
58,

,
1
9
58

19
60,

X
V
I,

41.

（
89
）N

S
C59

1
3,

State
m
e
nt

of
U.
S.

P
olic

y
in

th
e
F
ar

E
ast,"

S
e
pte

m
b
er25,

1
95
9,

,
1
9
58

19
60,

X
V
I,
13
9.

（
90
）

曺
良
鉉
の
一
九
六
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
地
域
主
義
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
米
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が

開
発
外
交

の
観
点
か
ら
、
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
議
会
（

A
S
P
A
C）、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（

A
S
E
A
N）
な
ど
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
・
経
済

面
で
の
地
域
協
力
を
奨
励
し
た
が
、
軍
事
・
安
全
保
障
面
で
は

従
来
の
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
体
制

即
ち
既
存
の
地
域
同
盟
体

制
を
維
持
す
る
方
針
を
貫
い
た
。
六
五
年
三
月
の
米
極
東
地
域
公
館
長
会
議
で
も

現
存
の
地
域
同
盟
構
造
に
お
け
る
い
か
な
る
大
幅
な

変
化
も
適
切
で
は
な
い

と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
曺
（
二
〇
〇
九
年
）
四
七
│
五
一
頁
。

（
91
）N
ote

b
y
th

e
E
x
ec

utiv
e
S
ecretar

y(
L
a
y)

to
th

e
N
S
C
o
n
U.

S.
P
olic

y
T
o
w
ard

K
ore

a(
N
S
C5
9
07),

J
uly1,

195
9,

,
19
5
8
19
6
0,

X
V
III,

5
7
1.

（
92
）N

ote
b
y
th

e
E
x
ec

utiv
e
S
ecretar

y(
L
a
y)

to
th

e
N
S
C
o
n
U.

S.
P
olic

y
T
o
w
ard

K
ore

a(
N
S
C6
0
18),

N
o
v
e
m
b
er

28,
1
96
0,

,
1
9
5
8
1
9
60,

X
V
III,

6
9
9
70
7.

（
93
）

李
鍾
元

韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ

近
代
日
本
研
究
会
編

戦
後
外
交
の
形
成

（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
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参
照
。

（
94
）B

u
sz
y
n
s
ki(1

9
8
3),

13
5
1
4
0.

（
95
）

A
S
P
A
Cは
非
軍
事
協
力
組
織
で
あ
り
、
韓
国
、
日
本
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
豪
、

N

Zが
参
加
し
た
（
ラ
オ
ス
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
資
格
）。
米
国
は
加
盟
し
な
か
っ
た
が
側
面
支
援
し
た
。
曺
（
二
〇
〇
九
年
）
一
九
六
│
一

九
八
頁
。
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